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政
府
開
発
援
助
（
Ｏ
Ｄ
Ａ
） 

白
書
２
０
０
６
年
版
の
ポ
イ
ン
ト 

Ｏ
Ｄ
Ａ
白
書
２
０
０
６
年
版
は
、
平
成
１
８
年
１
２
月
２
６
日
の

閣
議
に
配
布
さ
れ
、
閣
議
終
了
後
公
表
さ
れ
た
。 

今
次
Ｏ
Ｄ
Ａ
白
書
は
、
３
部
構
成
と
な
っ
て
い
る
。
第
Ⅰ
部
で
は
、

国
際
環
境
の
変
化
に
伴
っ
て
、
日
本
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
に
新
た
な
使
命
が
求

め
ら
れ
て
お
り
、
Ｏ
Ｄ
Ａ
改
革
を
進
め
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
使
命

を
果
た
そ
う
と
し
て
い
る
こ
と
を
具
体
例
を
挙
げ
て
説
明
し
て
い

る
。
第
Ⅱ
部
で
は
、
２
０
０
５
年
度
に
お
け
る
日
本
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
実
績

を
Ｏ
Ｄ
Ａ
大
綱
に
沿
っ
て
報
告
し
て
い
る
。
第
Ⅲ
部
（
資
料
編
）
で

は
、
２
０
０
６
年
度
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
予
算
と
事
業
の
概
要
及
び
２
０
０
５

年
度
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
実
績
な
ど
を
掲
載
し
て
い
る
。 

 
 
 
 
 
 
 

   

第
Ⅰ
部 

世
界
の
平
和
と
繁
栄
の
た
め
の 

日
本
の
政
府
開
発
援
助 

第
１
章 

Ｏ
Ｄ
Ａ
の
役
割
の
変
遷 

第
１
節 

日
本
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
草
創
期
‐
１
９
５
０
年
代
‐ 

Ｏ
Ｄ
Ａ
を
通
じ
た
開
発
途
上
国
の
福
祉
の
増
進
、
各
国
の
安
定
と

発
展
へ
の
寄
与
は
、
国
際
協
調
と
平
和
主
義
と
い
う
日
本
国
憲
法
の

基
本
理
念
に
ふ
さ
わ
し
い
国
際
貢
献
の
重
要
な
手
段
で
あ
る
。 

１
９
５
４
年
に
開
始
さ
れ
た
日
本
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
は
、
当
初
、
ア
ジ
ア

諸
国
と
の
友
好
関
係
を
再
構
築
し
、
冷
戦
構
造
下
の
自
由
主
義
陣
営

を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
日
本
の
輸
出
を
振
興
す
る
役
割
を
担
っ
て

い
た
。 

 

第
２
節 

拡
大
・
変
化
す
る
Ｏ
Ｄ
Ａ 

時
代
が
下
る
と
と
も
に
、
日
本
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
、
そ
し
て
、
Ｏ
Ｄ
Ａ
を

取
り
巻
く
状
況
は
大
き
く
変
化
し
て
き
た
。
高
度
経
済
成
長
を
経

て
、
Ｏ
Ｄ
Ａ
は
量
的
に
拡
大
し
、
広
汎
な
分
野
・
地
域
を
カ
バ
ー
す

る
よ
う
に
な
っ
た
。
１
９
７
０
年
代
に
発
生
し
た
石
油
危
機
及
び
一

次
産
品
価
格
の
下
落
に
際
し
て
は
、
構
造
調
整
融
資
が
世
界
銀
行
を

中
心
に
援
助
の
潮
流
と
な
る
中
、
敢
え
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
支
援
を
並

行
し
て
継
続
し
、
「
東
ア
ジ
ア
の
奇
跡
」
と
呼
ば
れ
る
め
ざ
ま
し
い

経
済
発
展
に
貢
献
し
た
。
１
９
９
０
年
代
に
入
る
と
、
冷
戦
構
造
が

崩
壊
す
る
と
と
も
に
、
環
境
等
の
地
球
規
模
の
課
題
や
貧
富
の
格
差

と
い
っ
た
課
題
に
焦
点
が
当
た
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
状

況
を
背
景
と
し
て
、
日
本
は
１
９
９
１
年
に
Ｏ
Ｄ
Ａ
４
指
針
、
１
９

９
２
年
６
月
に
Ｏ
Ｄ
Ａ
大
綱
を
策
定
し
、
以
後
、
日
本
は
こ
の
Ｏ
Ｄ

Ａ
大
綱
に
の
っ
と
り
、
多
様
化
す
る
援
助
需
要
に
的
確
に
応
じ
ら
れ

る
よ
う
に
Ｏ
Ｄ
Ａ
を
実
施
し
て
き
て
い
る
。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第
３
節 

求
め
ら
れ
る
新
た
な
Ｏ
Ｄ
Ａ
の
使
命 

２
１
世
紀
に
入
る
と
、
厳
し
い
財
政
状
況
の
下
で
Ｏ
Ｄ
Ａ
予
算
が

縮
小
す
る
一
方
で
、
新
興
国
の
経
済
的
台
頭
、
地
球
規
模
の
課
題
の

深
刻
化
な
ど
が
進
行
し
、
国
際
社
会
で
は
「
人
間
の
安
全
保
障
」
の

考
え
方
が
提
唱
さ
れ
、
２
０
０
０
年
に
は
「
ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標
」

が
ま
と
め
ら
れ
た
。
２
０
０
１
年
、
米
国
の
同
時
多
発
テ
ロ
事
件
を

機
に
、
テ
ロ
の
温
床
で
あ
る
貧
困
の
削
減
が
極
め
て
重
要
な
課
題
と

な
っ
た
。
こ
う
し
た
状
況
を
受
け
て
、
２
０
０
３
年
８
月
、
Ｏ
Ｄ
Ａ

大
綱
の
改
定
が
行
わ
れ
、
Ｏ
Ｄ
Ａ
の
目
的
と
し
て
、
国
際
社
会
へ
の

貢
献
の
み
な
ら
ず
、
日
本
自
身
の
安
全
と
繁
栄
に
寄
与
す
る
こ
と
が

明
記
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
ブ
ラ
ジ
ル
、
ロ
シ
ア
、
中
国
、
イ
ン
ド
（
Ｂ

Ｒ
Ｉ
Ｃ
ｓ
）
等
が
台
頭
す
る
新
た
な
国
際
環
境
の
中
、
Ｏ
Ｄ
Ａ
に
新

た
な
使
命
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
特
に
、
ア
ジ
ア
市
場
の
拡
大
・
発

展
に
よ
っ
て
各
国
の
相
互
依
存
関
係
が
一
層
深
ま
っ
て
お
り
、
貿

易
・
投
資
環
境
を
整
備
す
る
た
め
の
経
済
協
力
を
通
じ
て
民
間
経
済

活
動
を
促
進
し
、
連
携
を
深
め
る
こ
と
及
び
資
源
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

確
保
に
Ｏ
Ｄ
Ａ
を
活
用
す
る
こ
と
等
が
重
要
で
あ
る
。
こ
う
し
た
使

命
の
た
め
に
Ｏ
Ｄ
Ａ
改
革
が
進
展
し
、
Ｏ
Ｄ
Ａ
の
総
合
的
な
検
討
と

見
直
し
が
行
わ
れ
、
内
閣
に
海
外
経
済
協
力
会
議
、
外
務
省
に
国
際

協
力
局
が
そ
れ
ぞ
れ
設
置
さ
れ
、
Ｏ
Ｄ
Ａ
の
三
つ
の
手
法
（
有
償
資

金
協
力
、
技
術
協
力
及
び
無
償
資
金
協
力
）
の
実
施
を
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
（
国

際
協
力
機
構
）
に
一
元
化
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。 

  

第
２
章 
我
が
国
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
の
具
体
的
な
展
開 

第
１
節 
Ｏ
Ｄ
Ａ
を
通
じ
た
友
好
関
係
の
強
化
と 

 
 
 

対
日
理
解
の
促
進 

Ｏ
Ｄ
Ａ
は
開
発
途
上
国
の
経
済
発
展
や
福
祉
の
向
上
に
貢
献
す

る
と
と
も
に
、
相
手
国
政
府
と
の
関
係
の
強
化
、
日
本
に
対
す
る
理

解
や
支
持
の
強
化
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。 

● 

友
好
関
係
の
強
化
と
日
本
の
存
在
感 

イ
ン
フ
ラ
整
備
等
の
活
動
は
、
開
発
途
上
国
の
人
々
の
生
活
水
準

を
高
め
、
開
発
を
促
進
す
る
こ
と
に
加
え
、
Ｏ
Ｄ
Ａ
に
携
わ
る
日
本

人
と
被
援
助
国
の
人
々
と
の
間
で
信
頼
関
係
が
深
ま
り
、
人
の
繋
が

り
が
生
ま
れ
る
。
さ
ら
に
、
Ｏ
Ｄ
Ａ
事
業
を
通
じ
て
日
本
が
戦
後
の

発
展
の
過
程
で
得
た
経
験
、
知
識
や
制
度
が
相
手
国
に
根
づ
い
て
い

く
場
合
も
あ
る
。
そ
の
結
果
、
日
本
と
被
援
助
国
の
友
好
関
係
が
強

化
さ
れ
、
相
手
国
に
お
け
る
日
本
の
存
在
感
が
高
ま
る
こ
と
を
、「
日

本
人
の
病
院
」（
ド
ミ
ニ
カ
共
和
国
）
、
日
本
の
バ
ス
と
火
力
発
電
支

援
（
モ
ン
ゴ
ル
）
、
交
番
制
度
の
導
入
と
普
及
に
向
け
た
協
力
（
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
）
、
一
村
一
品
運
動
の
広
が
り
（
ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ

等
）
の
例
を
あ
げ
て
説
明
し
て
い
る
。 

● 

人
の
交
流
と
人
材
育
成 

Ｏ
Ｄ
Ａ
事
業
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
日
本
の
専
門
家
が
開
発
途

 図表①  日本の ODA 分野別内訳の推移（約束額ベース） 
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図表②  ODA 改革、外務省機構改革の考え方 

３つの援助手法（円借款、無償、技術協力）を JICA に一元化

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

上
国
の
関
係
者
に
対
し
て
研
修
、
指
導
を
行
う
ほ
か
に
、
日
本
の
大

学
へ
の
留
学
支
援
や
専
門
家
の
研
修
員
を
受
け
入
れ
る
事
業
も
実

施
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
開
発
途
上
国
で
は
、
専
門
家
、
青
年
海
外

協
力
隊
員
、
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
が
現
地
の
住
民
と
の
人

間
関
係
を
築
き
あ
げ
な
が
ら
援
助
に
携
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
Ｏ
Ｄ

Ａ
に
よ
る
人
的
交
流
は
、
「
日
本
の
顔
が
見
え
る
援
助
」
の
一
翼
を

担
っ
て
い
る
。 

 

第
２
節 

開
発
に
お
け
る
貿
易
・
投
資
の
重
要
性
と 

Ｏ
Ｄ
Ａ
の
役
割 

開
発
途
上
国
の
貧
困
削
減
の
た
め
に
は
、
経
済
成
長
が
不
可
欠
で

あ
る
と
の
考
え
の
下
、
日
本
は
、
貿
易
・
投
資
環
境
を
整
備
し
、
民

間
企
業
の
経
済
活
動
の
強
化
に
向
け
た
支
援
を
行
っ
て
い
る
。 

● 

貿
易
・
投
資
促
進
の
た
め
の
日
本
の
支
援
： 

東
ア
ジ
ア
地
域
の
例 

日
本
の
支
援
が
最
も
効
果
を
挙
げ
て
い
る
の
が
ア
ジ
ア
Ｎ
Ｉ
Ｅ

ｓ
（
新
興
工
業
経
済
地
域
）
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
（
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
連

合
）
、
中
国
を
含
む
東
ア
ジ
ア
地
域
で
、
世
界
各
地
域
の
中
で
も
、

経
済
成
長
や
貧
困
削
減
が
特
に
進
展
し
て
い
る
。
１
９
７
１
年
に
は

平
均
約
２
６
６
ド
ル
程
度
で
あ
っ
た
一
人
当
た
り
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
、
２
０

０
３
年
に
は
平
均
約
１
，
５
１
１
ド
ル
に
ま
で
上
昇
、
ま
た
、
１
日

１
ド
ル
未
満
で
生
活
す
る
絶
対
的
貧
困
人
口
は
、
１
９
８
１
年
か
ら

２
０
０
３
年
ま
で
の
間
に
約
４
億
人
減
少
し
た
。
こ
の
よ
う
な
成
長

を
通
じ
た
貧
困
削
減
に
は
、
日
本
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
に
よ
る
経
済
安
定
化
、

貿
易
・
投
資
の
促
進
の
た
め
の
環
境
整
備
に
伴
う
、
直
接
投
資
の
受

入
額
や
貿
易
量
の
増
加
が
一
翼
を
担
っ
て
い
る
。 

● 

ベ
ト
ナ
ム
の
投
資
環
境
改
善
へ
の
日
本
の
貢
献 

ベ
ト
ナ
ム
で
は
、
ベ
ト
ナ
ム
政
府
関
係
者
と
財
政
金
融
、
産
業
貿

易
、
農
業
農
村
開
発
、
国
有
企
業
改
革
の
各
分
野
の
政
策
に
関
す
る

提
言
を
作
成
し
た
り
、
日
越
両
政
府
及
び
日
系
企
業
が
協
力
し
、
ベ

ト
ナ
ム
に
投
資
す
る
企
業
が
実
際
に
直
面
す
る
問
題
に
つ
い
て
の

解
決
に
取
り
組
む
日
越
共
同
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を
立
ち
上
げ
、
ま

た
、
経
済
活
動
を
促
進
す
る
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
行
う
こ
と
な
ど
に
よ

り
、
ベ
ト
ナ
ム
の
投
資
環
境
の
改
善
と
日
本
企
業
の
投
資
促
進
に
つ

な
が
っ
た
。 

● 

今
後
の
取
組 

 

開
発
途
上
国
を
含
め
た
自
由
貿
易
体
制
を
推
進
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
日
本
は
２
０
０
５
年
１
２
月
の
Ｗ
Ｔ
Ｏ
（
世
界
貿
易
機

関
）
香
港
閣
僚
会
議
に
先
立
ち
、
「
開
発
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
」
を
発

表
し
た
。
Ｗ
Ｔ
Ｏ
に
加
盟
し
て
い
る
１
４
９
か
国
の
う
ち
開
発
途
上

国
が
全
体
の
約
４
分
の
３
を
占
め
る
に
至
っ
た
現
状
を
踏
ま
え
、
開

発
途
上
国
が
自
由
貿
易
の
利
益
を
十
分
享
受
で
き
る
よ
う
、
日
本

は
、
「
生
産
」
、
「
流
通
・
販
売
」
、
「
購
入
」
の
３
つ
の
局
面
で
イ
ン

フ
ラ
整
備
を
含
め
た
資
金
協
力
や
技
術
協
力
等
の
支
援
を
包
括
的

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

に
実
施
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。
ま
た
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
体
制
を
補
完
・
強

化
す
る
た
め
、
開
発
途
上
国
を
含
む
各
国
と
の
経
済
連
携
協
定
（
Ｅ

Ｐ
Ａ
）
の
締
約
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。 
 第

３
節 

地
球
温
暖
化
と
環
境
協
力 

● 

開
発
途
上
国
に
お
け
る
温
暖
化
対
策
へ
の
支
援 

地
球
温
暖
化
対
策
の
た
め
に
は
、
先
進
国
だ
け
で
な
く
開
発
途
上

国
に
お
け
る
取
組
の
強
化
が
不
可
欠
で
あ
る
。
日
本
は
、
１
９
９
７

年
に
発
表
し
た
「
京
都
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
」
の
下
で
、
開
発
途
上
国

の
地
球
温
暖
化
へ
の
対
応
能
力
の
向
上
を
支
援
す
る
た
め
、
１
９
９

８
年
度
か
ら
２
０
０
５
年
度
の
間
の
８
年
間
に
１
５
，
０
０
０
人
の

人
材
育
成
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
累
計
約
１
兆
１
，
４
０
０
億
円

の
円
借
款
を
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
新
・
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
森
林

の
保
全
・
造
成
等
の
分
野
で
実
施
し
た
。
２
０
０
２
年
に
発
表
し
た

「
持
続
可
能
な
開
発
の
た
め
の
環
境
保
全
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
（
Ｅ
ｃ

ｏ
Ｉ
Ｓ
Ｄ
）
」
に
お
い
て
も
、
地
球
温
暖
化
対
策
を
重
要
分
野
の
一

つ
と
し
て
掲
げ
、
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
ま
た
、
２
０
０
６

年
１
月
に
は
、
日
本
と
し
て
初
め
て
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
を
活
用
し
た
ク
リ
ー

ン
開
発
メ
カ
ニ
ズ
ム
（
Ｃ
Ｄ
Ｍ
）
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
エ
ジ
プ
ト

の
ザ
フ
ァ
ラ
ー
ナ
風
力
発
電
計
画
を
日
本
政
府
と
し
て
承
認
し
た
。

● 

エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
に
お
け
る
日
本
の
支
援 

 

日
本
は
Ｏ
Ｄ
Ａ
を
通
じ
て
、
開
発
途
上
国
に
お
け
る
生
活
の
質
の

向
上
や
民
間
セ
ク
タ
ー
の
活
性
化
を
促
す
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
へ
の

支
援
を
行
う
と
と
も
に
、
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
や
大
気
汚
染
物
質

の
排
出
量
が
少
な
く
、
地
域
の
実
情
に
あ
っ
た
小
規
模
水
力
や
風
力

等
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
促
進
、
既
存
の
発
電
所
や
送
配

電
網
の
改
修
等
に
よ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
の
向
上
及
び
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
関
す
る
政
策
・
制
度
策
定
へ
の
支
援
を
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
タ

イ
、
中
国
、
ト
ル
コ
、
エ
ジ
プ
ト
な
ど
で
行
っ
て
い
る
。 

● 

森
林
分
野
に
お
け
る
日
本
の
支
援 

 

日
本
は
、
環
境
の
保
全
や
住
民
の
貧
困
削
減
を
促
進
す
る
た
め
、

開
発
途
上
国
に
お
け
る
植
林
や
、
違
法
伐
採
対
策
を
含
む
持
続
可
能

な
森
林
経
営
の
取
組
な
ど
を
積
極
的
に
支
援
し
て
い
る
。
２
０
０
４

年
の
森
林
分
野
に
お
け
る
日
本
の
資
金
援
助
は
約
１
．
１
億
ド
ル
で

あ
り
、
先
進
国
の
中
で
最
大
規
模
と
な
っ
て
い
る
。 

 

第
４
節 

農
業
開
発 

● 

貧
困
と
飢
餓
へ
の
対
応
の
重
要
性 

開
発
途
上
国
で
は
人
口
の
約
６
割
が
農
村
に
居
住
し
、
収
入
の
多

く
を
農
業
に
依
存
し
て
生
活
し
て
い
る
た
め
、
農
業
・
農
村
開
発
分

野
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
は
、
農
民
の
所
得
向
上
や
農
村
で
の
雇
用
確
保
を
通
じ

た
貧
困
削
減
の
た
め
の
重
要
な
取
組
の
一
つ
で
あ
る
。 

２
０
０
５
年
７
月
の
Ｇ
８
グ
レ
ン
イ
ー
グ
ル
ズ
・
サ
ミ
ッ
ト
に
際

し
、
日
本
は
、
ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
農
業
・
農
村
開
発
の
重
要
性
を
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訴
え
る
と
と
も
に
、
ア
フ
リ
カ
の
「
緑
の
革
命
」
の
実
現
と
農
村
の

暮
ら
し
の
向
上
を
支
援
す
る
こ
と
を
表
明
し
た
。
ア
フ
リ
カ
に
対
す

る
農
業
分
野
の
支
援
に
お
け
る
日
本
の
特
徴
的
な
取
組
と
し
て
、
ネ

リ
カ
稲
（
Ｎ
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
の
開
発
・
普
及
支
援
が
あ
る
。 

ま
た
、
日
本
に
と
っ
て
重
要
な
農
作
物
の
輸
入
先
を
Ｏ
Ｄ
Ａ
に
よ

り
育
成
し
た
例
も
あ
る
。
日
本
は
１
９
７
９
年
か
ら
ブ
ラ
ジ
ル
の
セ

ラ
ー
ド
地
帯
に
お
け
る
大
豆
を
中
心
と
す
る
穀
物
栽
培
を
推
進
す

る
農
業
開
発
協
力
事
業
を
実
施
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
に
よ
る
営
農
や
経
営
の

長
期
専
門
家
派
遣
な
ど
を
通
じ
て
、
農
民
に
対
す
る
継
続
的
支
援
を

行
っ
た
と
こ
ろ
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
セ
ラ
ー
ド
地
帯
は
大
豆
の
一
大
産
地

と
な
り
、
海
外
へ
輸
出
で
き
る
ま
で
に
生
産
量
が
拡
大
し
た
。 

開
発
途
上
国
に
お
け
る
農
産
物
の
安
全
性
向
上
は
、
開
発
途
上
国

が
農
産
物
の
輸
出
を
促
進
す
る
上
で
重
要
な
課
題
で
あ
る
。
日
本

は
、
開
発
途
上
国
に
お
け
る
家
畜
衛
生
の
改
善
や
動
物
検
疫
体
制
の

強
化
の
た
め
、
試
験
検
査
施
設
・
試
験
機
材
の
整
備
や
検
査
員
の
育

成
な
ど
を
支
援
し
、
農
産
物
の
安
全
性
向
上
に
寄
与
し
て
い
る
。
具

体
的
に
は
、
日
本
は
１
９
７
７
年
か
ら
タ
イ
に
お
い
て
家
畜
衛
生
改

善
の
た
め
の
技
術
協
力
を
実
施
し
、
家
畜
の
疾
病
診
断
技
術
の
向
上

や
検
疫
制
度
の
見
直
し
に
貢
献
し
て
き
た
。 

 

第
５
節 

感
染
症 

● 

感
染
症
の
脅
威
と
Ｏ
Ｄ
Ａ
に
よ
る
対
策 

 

感
染
症
の
拡
大
は
開
発
途
上
国
の
開
発
努
力
を
後
退
さ
せ
か
ね

な
い
大
き
な
問
題
で
あ
り
、
日
本
は
Ｏ
Ｄ
Ａ
を
活
用
し
て
感
染
症
対

策
を
積
極
的
に
支
援
し
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
西
太
平
洋
地
域
の

ポ
リ
オ
根
絶
、
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
制
圧
支
援
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。 

日
本
は
、
ポ
リ
オ
撲
滅
の
た
め
、
ワ
ク
チ
ン
供
与
等
を
中
心
に
１

９
９
３
～
２
０
０
２
年
の
間
で
計
２
．
８
億
ド
ル
以
上
の
支
援
を
実

施
し
た
。
特
に
東
ア
ジ
ア
か
ら
大
洋
州
島
嶼
国
を
含
む
西
太
平
洋
地

域
へ
の
支
援
に
重
点
を
置
き
、
同
地
域
の
ポ
リ
オ
発
生
数
の
大
部
分

を
占
め
て
い
た
中
国
で
の
根
絶
達
成
な
ど
に
大
き
く
貢
献
し
た
。 

 

Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
は
、
強
い
感
染
力
を
持
ち
、
致
死
率
が
１
０
％
前
後
に

達
す
る
一
方
、
適
切
な
措
置
に
よ
り
感
染
拡
大
の
予
防
が
可
能
な
病

気
で
あ
る
。
日
本
は
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
感
染
拡
大
を
阻
止
す
る
こ
と
を
重
視

し
、
中
国
、
ベ
ト
ナ
ム
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
モ
ン
ゴ
ル
、
タ
イ
、
ラ
オ

ス
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
対
し
て
、
医

療
機
材
供
与
を
中
心
に
総
額
約
２
０
億
円
の
支
援
を
行
っ
た
。
こ
の

う
ち
最
も
感
染
が
拡
大
し
た
中
国
に
対
し
て
は
、
医
療
体
制
が
未
整

備
で
感
染
拡
大
が
懸
念
さ
れ
る
内
陸
部
を
対
象
に
し
た
機
材
供
与

な
ど
、
約
１
７
億
円
の
支
援
を
行
っ
た
。
ま
た
、
感
染
の
早
期
制
圧

の
た
め
に
日
本
は
国
際
緊
急
援
助
隊
の
専
門
家
チ
ー
ム
を
ま
ず
ベ

ト
ナ
ム
に
、
そ
の
次
に
中
国
へ
派
遣
し
た
。
こ
の
よ
う
な
日
本
の
Ｓ

Ａ
Ｒ
Ｓ
対
策
支
援
が
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
の
早
期
制
圧
に
貢
献
し
た
と
し
て

様
々
な
機
会
に
謝
意
が
表
明
さ
れ
た
。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第
６
節 

海
の
安
全
確
保 

● 

海
の
安
全
確
保
へ
の
ア
ジ
ア
沿
岸
諸
国
へ
の
支
援 

国
際
航
路
に
お
け
る
船
舶
の
安
全
確
保
は
、
輸
出
入
の
約
９
９
．

７
％
を
海
上
輸
送
に
依
存
し
て
い
る
日
本
に
と
っ
て
、
重
点
的
に
取

り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
で
あ
る
。
開
発
途
上
国
に
お
い
て

は
こ
う
し
た
取
組
が
不
十
分
で
あ
る
た
め
、
日
本
は
Ｏ
Ｄ
Ａ
を
通
じ

て
、
海
の
安
全
対
策
強
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
。 

● 

マ
ラ
ッ
カ
海
峡
の
安
全
航
行
へ
の
施
策 

マ
ラ
ッ
カ
海
峡
は
海
の
難
所
で
あ
る
こ
と
に
加
え
、
海
賊
の
多
発

地
域
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
日
本
は
、
海
峡
の
危
険
箇
所
（
浅

瀬
な
ど
）
の
水
路
測
量
を
行
う
と
と
も
に
、
海
図
の
製
作
、
航
路
標

識
の
設
置
や
維
持
管
理
の
た
め
の
技
術
協
力
、
海
上
保
安
機
関
の
設

立
、
能
力
強
化
を
積
極
的
に
支
援
し
て
い
る
。 

 第
７
節 

平
和
の
構
築 

● 

平
和
の
構
築
と
Ｏ
Ｄ
Ａ 

紛
争
は
、
資
源
や
食
料
を
輸
入
に
依
存
し
て
い
る
日
本
に
と
っ
て

円
滑
な
貿
易
活
動
の
障
害
や
、
テ
ロ
リ
ス
ト
の
温
床
と
な
る
可
能
性

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
Ｏ
Ｄ
Ａ
を
活
用
し
て
平
和
の
構
築
に
貢
献
す
る

こ
と
は
、
日
本
の
安
全
と
繁
栄
の
確
保
に
も
重
要
な
こ
と
で
あ
る
。

 
ま
た
、
紛
争
直
後
の
国
は
政
府
の
統
治
能
力
が
脆
弱
で
あ
る
な

ど
、
様
々
な
要
因
が
引
き
金
と
な
っ
て
紛
争
を
再
発
さ
せ
て
し
ま
う

こ
と
も
少
な
く
な
い
。
そ
の
た
め
、
紛
争
の
火
種
を
抱
え
る
国
や
紛

争
直
後
の
国
に
対
し
て
は
、
紛
争
の
予
防
・
再
発
防
止
に
十
分
配
慮

し
て
支
援
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が
極
め
て
重
要
で
あ
る
。
例
え
ば
、

日
本
は
ス
リ
ラ
ン
カ
に
対
し
「
農
村
経
済
開
発
復
興
計
画
」
に
よ
る

支
援
を
実
施
し
た
。 

 

さ
ら
に
、
紛
争
発
生
後
は
、
イ
ン
フ
ラ
の
破
壊
や
統
治
組
織
の
破

壊
、
食
料
不
足
や
、
難
民
や
国
内
避
難
民
の
発
生
等
、
様
々
な
問
題

が
発
生
す
る
こ
と
か
ら
、
可
能
な
限
り
迅
速
に
対
応
し
、
紛
争
犠
牲

者
や
難
民
の
窮
状
を
緩
和
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
日
本
は
二

国
間
の
協
力
に
加
え
て
、
国
際
人
道
援
助
機
関
や
そ
の
他
の
国
際
機

関
を
通
じ
て
、
緊
急
人
道
支
援
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
緊
急
人
道

支
援
の
実
施
に
お
い
て
は
、
機
動
性
に
優
れ
、
現
地
の
草
の
根
レ
ベ

ル
で
の
ニ
ー
ズ
に
対
し
て
柔
軟
な
対
応
が
可
能
な
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
活
動

に
積
極
的
に
協
力
し
て
い
る
。
２
０
０
１
年
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で

の
紛
争
に
際
し
て
は
、
ジ
ャ
パ
ン
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
枠
組
み

の
下
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
迅
速
に
出
動
し
、
難
民
支
援
活
動
を
実
施
し
た
。

  

第
３
章 

戦
略
的
・
機
動
的
・
効
果
的
な
Ｏ
Ｄ
Ａ
に
向
け
て

厳
し
い
財
政
事
情
の
中
、
Ｏ
Ｄ
Ａ
予
算
は
１
９
９
７
年
を
ピ
ー
ク

と
し
て
大
幅
に
減
少
し
て
お
り
、
Ｏ
Ｄ
Ａ
の
戦
略
的
な
活
用
が
重
要

と
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
観
点
か
ら
、
日
本
は
Ｏ
Ｄ
Ａ
の
改
革
を
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進
め
て
い
る
。 

第
１
節 

一
層
戦
略
的
・
機
動
的
な
Ｏ
Ｄ
Ａ
の
実
施 

 

Ｏ
Ｄ
Ａ
の
総
合
的
な
検
討
と
見
直
し
が
行
わ
れ
た
こ
と
を
受
け
、

内
閣
に
海
外
経
済
協
力
会
議
、
外
務
省
に
国
際
協
力
局
が
そ
れ
ぞ
れ

設
置
さ
れ
、
円
借
款
、
技
術
協
力
及
び
無
償
資
金
協
力
の
実
施
を
Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
に
一
元
化
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
。
海
外
経
済
協
力
会
議
が

審
議
す
る
海
外
経
済
協
力
の
基
本
戦
略
の
下
、
外
務
省
に
お
い
て
国

際
協
力
局
を
中
心
と
し
て
、
関
係
省
庁
、
実
施
機
関
と
も
緊
密
に
連

携
し
つ
つ
、
よ
り
戦
略
的
・
効
果
的
な
Ｏ
Ｄ
Ａ
の
企
画
立
案
を
行
っ

て
い
く
。
ま
た
、
二
国
間
及
び
国
際
機
関
を
経
由
し
た
援
助
の
連
携

や
、
様
々
な
二
国
間
援
助
の
手
法
間
の
連
携
を
さ
ら
に
強
化
す
る
。

 

第
２
節 

よ
り
質
の
高
い
Ｏ
Ｄ
Ａ
の
実
施 

Ｏ
Ｄ
Ａ
に
関
す
る
戦
略
、
政
策
及
び
実
施
に
関
す
る
検
討
が
行
わ

れ
、
新
た
な
体
制
が
構
築
さ
れ
る
一
方
で
、
援
助
の
質
を
高
め
る
た

め
不
断
の
点
検
と
改
善
が
行
わ
れ
て
い
る
。 

 

２
０
０
５
年
１
２
月
、
こ
こ
数
年
の
改
革
に
向
け
た
取
組
に
つ
い

て
、
外
部
有
識
者
と
と
も
に
総
点
検
し
、
外
務
省
に
お
い
て
、
「
Ｏ

Ｄ
Ａ
の
点
検
と
改
善
～
よ
り
質
の
高
い
Ｏ
Ｄ
Ａ
を
目
指
し
て
」
と
題

す
る
報
告
書
を
取
り
ま
と
め
た
。
同
報
告
書
で
は
、
日
本
の
Ｏ
Ｄ
Ａ

を
改
善
す
る
た
め
に
、（
１
）
戦
略
性
強
化
（
選
択
と
集
中
）
、（
２
）

効
率
性
向
上
（
コ
ス
ト
縮
減
）
、（
３
）
チ
ェ
ッ
ク
機
能
の
強
化
と
い

う
３
つ
の
段
階
を
取
り
上
げ
た
。 

   

第
Ⅱ
部 

２
０
０
５
年
度
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
実
績 

第
１
章 

実
績
か
ら
見
た
日
本
の
Ｏ
Ｄ
Ａ 

２
０
０
５
年
（
暦
年
）
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
実
績
は
、
対
前
年
比
４
７
．
３
％

増
の
約
１
３
１
億
４
，
６
５
８
万
ド
ル
（
１
兆
４
，
４
７
４
億
円
）
。

実
績
の
大
幅
な
増
加
は
、
イ
ラ
ク
に
対
す
る
債
務
救
済
（
約
３
２
億

２
，
０
９
２
万
ド
ル
（
約
３
，
５
４
６
億
円
）
）
及
び
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
へ
の
債
務
猶
予
に
よ
る
増
額
分
（
約
１
３
億
４
，
１
５
２
万
ド
ル

（
約
１
，
４
７
７
億
円
）
）
と
い
う
特
殊
要
因
が
あ
っ
た
こ
と
等
が

主
な
原
因
で
あ
る
（
注
）
。 

２
０
０
５
年
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
実
績
の
内
訳
は
、
二
国
間
Ｏ
Ｄ
Ａ
が
全
体

の
７
９
．
２
％
、
国
際
機
関
を
通
じ
た
Ｏ
Ｄ
Ａ
が
２
０
．
８
％
を
占

め
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
無
償
資
金
協
力
が
約
１
７
億
４
，
７
９

３
万
ド
ル
（
約
１
，
９
２
４
億
円
、
対
前
年
比
８
．
５
％
減
）
、
債

務
救
済
が
約
４
７
億
７
，
５
６
９
万
ド
ル
（
約
５
，
２
５
８
億
円
、

対
前
年
比
９
７
．
９
％
増
）
、
技
術
協
力
が
約
２
６
億
７
，
１
０
６

万
ド
ル
（
約
２
，
９
４
１
億
円
、
対
前
年
比
４
．
８
％
減
）
、
政
府

貸
付
等
が
約
１
２
億
１
，
１
５
３
万
ド
ル
（
約
１
，
３
３
４
億
円
、

対
前
年
比
約
２
，
６
４
６
億
円
増
）
、
国
際
機
関
へ
の
拠
出
等
が
２ 

 



 

   

図表③  ODA の戦略性 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

７
億
４
，
０
３
７
万
ド
ル
（
約
３
，
０
１
７
億
円
、
対
前
年
比
８
．

８
％
減
）
と
な
っ
て
い
る
。 

（
注
）
イ
ラ
ク
へ
の
債
務
救
済
及
び
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
へ
の
債
務
猶
予
に

よ
る
増
額
分
を
差
し
引
け
ば
、
約
８
５
億
８
，
４
１
４
万
ド
ル

（
９
，
４
５
１
億
円
、
対
前
年
比
３
．
８
％
減
）
と
な
る
（
図

表
④
、
⑤
、
⑥
、
⑦
参
照
）。 

  

第
２
章 

日
本
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
の
具
体
的
展
開 

第
１
節 

Ｏ
Ｄ
Ａ
大
綱
の
基
本
方
針
に
関
連
し
た 

取
組
状
況 

 
 

日
本
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
政
策
に
関
す
る
理
念
や
原
則
は
Ｏ
Ｄ
Ａ
大
綱

に
明
確
に
掲
げ
ら
れ
て
お
り
、
２
０
０
３
年
８
月
に
改
定
さ
れ
た

Ｏ
Ｄ
Ａ
大
綱
は
、「
（
援
助
の
）
理
念
」
、「
援
助
実
施
の
原
則
」
、「
援

助
政
策
立
案
及
び
実
施
」
、「
Ｏ
Ｄ
Ａ
大
綱
の
実
施
状
況
に
関
す
る

報
告
」
か
ら
成
っ
て
い
る
。
以
下
で
は
、
Ｏ
Ｄ
Ａ
大
綱
の
各
項
目

に
従
っ
て
２
０
０
５
年
度
の
実
績
を
報
告
し
て
い
る
。 

 

１
．「
人
間
の
安
全
保
障
」
の
視
点 

 
 

近
年
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
に
よ
り
、
テ
ロ
や
環
境
破
壊
、

感
染
症
、
国
際
組
織
犯
罪
と
い
っ
た
国
境
を
越
え
た
脅
威
、
ま
た
、

経
済
危
機
や
内
戦
な
ど
に
よ
る
人
道
上
の
危
機
が
増
大
し
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
脅
威
・
危
機
に
対
応
し
て
い
く
に
は
、
個
々
の
人

間
に
着
目
し
た
「
人
間
の
安
全
保
障
」
の
視
点
を
導
入
す
る
こ
と

が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。
日
本
は
、
２
０
０
３
年
８
月
に
改
定
さ

れ
た
Ｏ
Ｄ
Ａ
大
綱
の
基
本
方
針
の
１
つ
と
し
て
「
人
間
の
安
全
保

障
」
の
考
え
方
を
明
記
し
、
ま
た
、
２
０
０
５
年
２
月
に
策
定
さ

れ
た
Ｏ
Ｄ
Ａ
中
期
政
策
で
は
「
人
間
の
安
全
保
障
」
の
視
点
を
Ｏ

Ｄ
Ａ
全
体
に
わ
た
っ
て
踏
ま
え
る
べ
き
視
点
と
し
て
位
置
づ
け

た
。 日

本
は
１
９
９
９
年
３
月
に
「
人
間
の
安
全
保
障
基
金
」
を
設

置
し
、
２
０
０
６
年
４
月
ま
で
に
累
計
３
１
５
億
円
拠
出
し
て
お

り
、
同
基
金
を
通
じ
た
支
援
実
績
は
、
２
０
０
６
年
３
月
末
現
在

で
１
４
９
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
総
額
２
．
０
４
億
ド
ル
と
な
っ
て
い

る
。
分
野
別
で
は
、
貧
困
分
野
４
３
件
約
５
，
５
２
５
万
ド
ル
、

保
健
・
医
療
分
野
３
８
件
約
３
，
１
４
４
万
ド
ル
、
難
民
対
策
１

８
件
約
２
，
４
０
５
万
ド
ル
、
地
域
別
で
は
、
ア
ジ
ア
６
０
件
約

６
，
１
１
１
万
ド
ル
、
ア
フ
リ
カ
４
１
件
約
５
，
６
５
４
万
ド
ル
、

欧
州
１
３
件
約
５
，
２
４
８
万
ド
ル
等
と
な
っ
て
い
る
。 

ま
た
、
２
０
０
３
年
度
に
は
、
従
来
の
草
の
根
無
償
資
金
協
力

を
拡
充
し
、
「
人
間
の
安
全
保
障
」
の
理
念
を
よ
り
強
く
反
映
さ

せ
た
「
草
の
根
・
人
間
安
全
保
障
無
償
資
金
協
力
」
を
創
設
し
た
。

２
０
０
５
年
度
の
実
績
は
、
実
施
国
数
１
０
９
か
国
・
１
地
域
（
パ

レ
ス
チ
ナ
）
、
実
施
案
件
総
数
１
，
６
３
３
件
、
供
与
限
度
額
総
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 図表④  2005 年の日本の ODA 実績 

 
 
 

  

図表⑤  日本の ODA 予算の推移・他の主要経費の推移（当初予算ベース） 
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 図表⑥  二国間 ODA の地域別配分の推移 

    
 

  

図表⑦  DAC 主要国の ODA 実績の推移 

 
 

 
 

6 
    

参考（注）： 
DACによる 2006 年（暦年）の各国ODA実績（暫定値）の公表 
１．４月３日、OECD・DAC（経済協力開発機構・開発援助委員

会）事務局が 2006 年（暦年）の各国のODA実績（暫定値）を公表

した。主要点は以下のとおり（各国別の詳細資料は 11 ページに掲

載）。 
２．DAC加盟 22 ヶ国のODA総額は、前年比 2.7％減の 1,039.4 億

ドル。2005 年の大幅増加要因となったイラクに対する債務削減の

減少が主な要因。 
３．我が国の支出純額（ネット）実績は、前年比 11.7％減の 116.1
億ドル（1 兆 2,954 億円）となった。なお、支出総額（グロス）実

績でも、前年比 4.6%減の 177.9 億ドル（1 兆 9,855 億円）。主とし

て、政府貸付等、無償資金協力及び債務救済の減少が要因となり、

全体として減少した。 
４．DAC加盟国の中では、米国（227.4 億ドル）、英国（126．1 億

ドル）に次ぐ第３位となった。第４位の仏（104.5 億ドル）との差

は 11.6 億ドル。なお、我が国が第 3 位以下になるのは、1982 年以

来 24 年ぶり。グロスでは、昨年に続き米国に次いで第 2 位を確保

している。 
５．主要国（除く日本）の名目ベースでの前年比増加幅は次の通り。

米 ▲48.8 億ドル（▲17.7%）、英 ＋18.4 億ドル（＋17.1%）、 
仏 ＋4.2 億ドル（＋4.2%）、独 ＋2.7 億ドル（＋2.7%）、 
加 ▲0.4 億ドル（▲1.1%）、伊 ▲14.2 億ドル（▲27.9%）。 
６．ODAの対GNI比については、DAC全体の平均で 0.30％（前年

は 0.33％）。我が国は対前年比で 0.03％減少し 0.25％。DAC22 ヶ

国中、第 18 位（前年は第 16 位）。 
 
（注）2006 年 ODA 実績集計値は「2007 年版政府開発援助（ODA）

白書」に反映される。 

図表⑧  DAC 諸国における ODA 実績の対 GNI 比 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
額
約
１
４
４
億
円
と
な
っ
て
い
る
。 

 

２
．
公
平
性
の
確
保 

～
女
性
の
自
立
支
援
の
た
め
に
～ 

日
本
は
、
１
９
９
５
年
の
Ｗ
Ｉ
Ｄ
（
開
発
と
女
性
）
イ
ニ
シ
ア
テ

ィ
ブ
の
策
定
か
ら
１
０
年
目
の
年
に
、
Ｗ
Ｉ
Ｄ
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ

を
抜
本
的
に
見
直
し
た
「
Ｇ
Ａ
Ｄ
（
ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
開
発
）
イ
ニ

シ
ア
テ
ィ
ブ
」
を
新
た
に
策
定
し
、
２
０
０
５
年
３
月
に
開
催
さ

れ
た
第
４
９
回
国
連
婦
人
の
地
位
委
員
会
で
発
表
し
た
。
Ｇ
Ａ
Ｄ

イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
は
、
女
性
の
教
育
、
健
康
、
経
済
・
社
会
活
動

へ
の
参
加
と
い
う
３
つ
の
重
点
分
野
に
加
え
、
男
女
間
の
不
平
等

な
関
係
や
、
女
性
の
お
か
れ
た
不
利
な
経
済
社
会
状
況
、
固
定
的

な
男
女
間
の
性
別
役
割
・
分
業
の
改
善
な
ど
を
含
む
、
あ
ら
ゆ
る

分
野
に
お
い
て
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
視
点
を
反
映
す
る
こ
と
を
重
視

し
て
策
定
さ
れ
て
い
る
。 

 

３
．
国
際
社
会
に
お
け
る
協
調
と
連
携 

（
１
）
Ｇ
８
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
・
サ
ミ
ッ
ト 

（
２
０
０
６
年
７
月
１
５
～
１
７
日
） 

Ｇ
８
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
・
サ
ミ
ッ
ト
で
は
、
エ
ネ
ル
ギ

ー
安
全
保
障
、
教
育
、
感
染
症
に
加
え
、
貿
易
等
に
つ
い
て
も
活

発
な
議
論
が
行
わ
れ
た
。
ま
た
、
サ
ミ
ッ
ト
直
前
の
レ
バ
ノ
ン
情

勢
悪
化
に
よ
り
中
東
問
題
が
大
き
な
焦
点
と
な
り
、
北
朝
鮮
の
問

題
に
つ
い
て
も
、
ミ
サ
イ
ル
、
核
、
拉
致
問
題
の
解
決
の
必
要
性

に
つ
き
、
Ｇ
８
と
し
て
明
確
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
出
し
た
。 

（
２
）
鳥
・
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ 

 
 

２
０
０
５
年
秋
以
降
、
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
世
界
的
に
流
行

し
、
ヒ
ト
か
ら
ヒ
ト
に
感
染
す
る
新
し
い
型
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

（
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
）
の
出
現
の
可
能
性
が
高
ま
り
、
新
型

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
世
界
的
大
流
行
の
脅
威
が
各
国
に
広
く
認 

識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
交
通
輸
送
手
段
が
発
達
し
、
人
、
モ

ノ
の
移
動
が
速
い
現
代
に
お
い
て
、
一
国
の
み
の
対
応
で
こ
の
よ

う
な
感
染
症
の
流
行
を
抑
え
る
こ
と
は
不
可
能
な
こ
と
か
ら
、
国

際
協
調
が
必
須
で
あ
り
、
日
本
は
、
様
々
な
国
際
会
議
に
お
い
て
、

資
金
・
知
見
の
両
側
面
か
ら
重
要
な
役
割
を
果
た
す
国
と
し
て
参

加
し
た
。
具
体
的
に
は
、
２
０
０
６
年
１
月
に
は
鳥
・
新
型
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
の
分
野
で
の
国
際
支
援
に
つ
い
て
の
プ
レ
ッ
ジ
ン 

グ
会
合
（
於
、
北
京
）
に
お
い
て
主
と
し
て
ア
ジ
ア
向
け
に
総
額

約
１
．
５
５
億
ド
ル
の
資
金
支
援
を
行
う
こ
と
を
表
明
。
ま
た
、

２
０
０
６
年
１
月
に
は
、
世
界
保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
と
共
催
で

ア
ジ
ア
地
域
に
お
い
て
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
発
生
し
た
場

合
の
早
期
封
じ
込
め
に
関
す
る
国
際
会
議
を
開
催
し
た
。 

（
３
）
第
４
回
世
界
水
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
２
０
０
６
年
３
月
） 

 

２
０
０
６
年
３
月
に
メ
キ
シ
コ
・
シ
テ
ィ
に
お
い
て
、
「
地
球

規
模
の
水
問
題
解
決
の
た
め
に
地
域
の
行
動
を
」
を
テ
ー
マ
に
第

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

４
回
世
界
水
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
開
催
さ
れ
た
。
今
回
の
会
合
で
は
、

持
続
可
能
な
開
発
に
向
け
た
水
問
題
の
重
要
性
等
を
謳
っ
た
「
閣

僚
宣
言
」
が
採
択
さ
れ
た
ほ
か
、
２
０
０
３
年
３
月
に
日
本
で
開

催
さ
れ
た
第
３
回
会
合
の
際
に
日
本
が
主
導
し
て
発
表
し
た
「
水

行
動
集
（
Ｐ
Ｗ
Ａ
）
」
を
発
展
さ
せ
た
「
持
続
可
能
な
開
発
に
関

す
る
水
行
動
連
携
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（
Ｃ
Ｓ
Ｄ
・
Ｗ
Ａ
Ｎ
Ｄ
）
」
が

発
表
さ
れ
た
。 

 
 

日
本
は
、
水
と
衛
生
分
野
の
世
界
一
の
援
助
国
と
し
て
、
国
際

機
関
、
他
の
援
助
国
等
と
連
携
し
つ
つ
支
援
を
よ
り
一
層
強
化
す

る
た
め
、
「
水
と
衛
生
に
関
す
る
拡
大
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
・
イ

ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
（
Ｗ
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｂ
Ｉ
）」
を
発
表
し
た
。 

 

第
２
節 

課
題
別
の
取
組
状
況 

１
．
貧
困
削
減 

貧
困
は
、
単
に
所
得
や
支
出
水
準
が
低
い
と
い
っ
た
経
済
的
な

側
面
に
加
え
、
教
育
や
保
健
な
ど
の
基
礎
社
会
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

ら
れ
な
い
こ
と
や
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
格
差
、
意
思
決
定
過
程
へ
の
参

加
機
会
が
な
い
こ
と
と
い
っ
た
、
社
会
的
、
政
治
的
な
側
面
も
あ

る
。
同
時
に
、
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
開
発
の
経
験
が
示
す
と
お
り
、

持
続
的
な
経
済
成
長
は
貧
困
削
減
の
た
め
の
必
要
条
件
で
あ
る
。

日
本
は
、
各
分
野
に
関
し
、
以
下
の
よ
う
な
協
力
を
実
施
し
て
い

る
。 

（
１
）
教
育 

２
０
０
０
年
に
、
「
万
人
の
た
め
の
教
育
ダ
カ
ー
ル
行
動
の
枠
組

み
」
が
設
定
さ
れ
、
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
お
い
て
も
、
ダ
カ
ー
ル
行
動
の

枠
組
み
の
う
ち
２
０
１
５
年
ま
で
の
初
等
教
育
の
完
全
普
及
や

教
育
に
お
け
る
男
女
平
等
の
達
成
な
ど
が
、
盛
り
込
ま
れ
た
。
そ

の
た
め
、
日
本
は
二
国
間
援
助
及
び
ユ
ネ
ス
コ
等
の
国
際
機
関
を

通
じ
た
協
力
に
よ
り
ダ
カ
ー
ル
行
動
の
枠
組
み
の
目
標
が
達
成

で
き
る
よ
う
に
積
極
的
に
支
援
し
て
い
る
。 

 
 

日
本
は
、
２
０
０
２
年
に
は
向
こ
う
５
年
間
で
低
所
得
国
に
対

す
る
教
育
分
野
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
を
２
，
５
０
０
億
円
以
上
実
施
す
る
こ
と

を
表
明
し
、
２
０
０
４
年
度
末
ま
で
に
無
償
資
金
協
力
、
技
術
協
力
、

国
連
教
育
科
学
文
化
機
関
（
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
）
な
ど
の
国
際
機
関
に

設
置
し
て
い
る
信
託
基
金
な
ど
か
ら
約
１
，
５
６
２
億
円
の
支
援
を

実
施
し
た
。 

（
２
）
保
健
医
療
・
福
祉 

多
く
の
開
発
途
上
国
に
お
い
て
は
、
基
礎
的
な
保
健
医
療
サ
ー
ビ

ス
を
依
然
と
し
て
受
け
る
こ
と
が
で
き
ず
に
、
多
く
の
人
が
苦
し

ん
で
い
る
。
日
本
は
母
子
保
健
や
感
染
症
対
策
を
包
括
的
に
支
援

す
る
た
め
、
保
健
医
療
シ
ス
テ
ム
の
整
備
や
分
野
横
断
的
支
援
、

例
え
ば
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
た
め
の
支
援
、
教
育
分
野
、
水
と

衛
生
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
な
ど
へ
の
取
組
に
よ
っ
て
、
保
健
医
療
の

基
盤
強
化
な
ど
に
貢
献
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
保
健
医
療
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体
制
の
基
盤
整
備
に
関
す
る
支
援
、
母
子
保
健
に
関
す
る
支
援
、

国
際
協
調
に
つ
い
て
、
説
明
す
る
。

（
３
）
水
と
衛
生 

水
と
衛
生
の
問
題
は
人
の
生
命
に
関
わ
る
重
要
な
問
題
で
あ

る
。
日
本
は
２
０
０
５
年
度
、
水
と
衛
生
分
野
で
、
無
償
資
金
協

力
約
２
３
５
億
円
、
円
借
款
約
１
，
７
８
３
億
円
を
合
わ
せ
た
約

２
，
０
１
９
億
円
の
協
力
を
行
っ
た
。
目
的
別
で
み
る
と
、
飲
料

水
・
衛
生
へ
の
供
与
が
３
９
．
９
％
を
占
め
て
お
り
、
次
い
で
、

植
林
８
．
６
％
、
防
災
８
．
６
％
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。
地
域
別

で
は
、
ア
ジ
ア
が
７
１
．
４
％
、
中
南
米
１
９
．
２
％
、
中
東
５
．

３
％
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。 

（
４
）
農
業
・
農
村
開
発 

貧
困
層
の
約
７
割
が
農
村
地
域
に
居
住
し
、
生
計
を
主
に
農
業
に

依
存
し
て
い
る
と
い
う
開
発
途
上
国
の
状
況
を
踏
ま
え
る
と
、
貧

困
削
減
の
た
め
に
は
農
業
・
農
村
開
発
が
不
可
欠
で
あ
る
。
日
本

は
食
料
不
足
に
直
面
す
る
国
に
対
し
て
食
糧
援
助
を
行
う
と
と

も
に
、
開
発
途
上
国
の
農
業
生
産
性
の
向
上
に
向
け
た
努
力
を
中

長
期
的
に
支
援
す
る
取
組
も
並
行
し
て
進
め
て
い
る
。
Ｏ
Ｅ
Ｃ

Ｄ
・
Ｄ
Ａ
Ｃ
の
統
計
に
よ
る
と
、
日
本
の
２
０
０
４
年
の
農
林
水

産
分
野
に
お
け
る
援
助
額
は
Ｄ
Ａ
Ｃ
加
盟
国
中
で
最
大
で
あ
り
、

同
分
野
に
お
け
る
全
援
助
額
の
約
２
１
％
を
占
め
て
い
る
。

 

２
．
持
続
的
成
長 

 
 

貧
困
削
減
を
達
成
す
る
た
め
に
は
、
開
発
途
上
国
の
経
済
が
持

続
的
に
成
長
し
、
雇
用
が
増
加
す
る
こ
と
に
よ
り
生
活
の
質
も
改

善
さ
れ
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
日
本
は
、
開
発
途

上
国
の
持
続
的
成
長
に
向
け
た
努
力
を
積
極
的
に
支
援
し
て
い

く
方
針
で
あ
る
。 

（
１
）
経
済
社
会
基
盤
（
イ
ン
フ
ラ
）
へ
の
支
援 

日
本
は
、
開
発
途
上
国
の
発
展
の
基
盤
と
な
る
イ
ン
フ
ラ
整
備

等
を
通
じ
て
貿
易
、
投
資
及
び
人
の
交
流
を
促
進
さ
せ
る
こ
と
を

重
視
し
て
い
る
。
運
輸
分
野
で
は
円
借
款
約
１
，
９
４
２
億
円
、

無
償
資
金
協
力
約
２
２
７
億
円
の
合
わ
せ
て
約
２
，
１
６
９
億
円

の
援
助
を
行
っ
た
。
ま
た
、
運
輸
分
野
等
に
お
け
る
約
５
６
５
億

円
の
円
借
款
に
対
し
て
、
本
邦
技
術
活
用
条
件
（
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
）
が

適
用
さ
れ
た
。 

（
２
）
政
策
立
案
、
制
度
整
備 

開
発
途
上
国
の
持
続
的
成
長
の
た
め
に
は
、
経
済
社
会
基
盤
の

整
備
と
と
も
に
政
策
立
案
、
制
度
整
備
や
人
づ
く
り
と
い
っ
た
観

点
か
ら
の
支
援
が
必
要
で
あ
る
。

２
０
０
５
年
６
月
、
日
本
と
ア
フ
リ
カ
開
発
銀
行
グ
ル
ー
プ
は
ア

フ
リ
カ
諸
国
の
持
続
的
成
長
の
た
め
に
、
ア
フ
リ
カ
の
民
間
セ
ク

タ
ー
開
発
の
た
め
の
共
同
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
（
Ｅ
Ｐ
Ｓ
Ａ 

ｆ
ｏ

ｒ 
Ａ
ｆ
ｒ
ｉ
ｃ
ａ
）
を
発
表
し
た
。
Ｅ
Ｐ
Ｓ
Ａ 

ｆ
ｏ
ｒ

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ａ
ｆ
ｒ
ｉ
ｃ
ａ
は
投
資
環
境
整
備
、
金
融
セ
ク
タ
ー
強
化
、
経

済
・
社
会
イ
ン
フ
ラ
整
備
、
中
小
零
細
企
業
支
援
、
貿
易
・
直
接

投
資
促
進
を
主
要
５
分
野
と
し
て
、
ア
フ
リ
カ
の
民
間
セ
ク
タ
ー

開
発
を
包
括
的
に
支
援
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。 

こ
の
他
に
も
、
各
種
法
制
度
の
整
備
、
国
内
治
安
維
持
の
要
と
な

る
警
察
機
関
の
能
力
向
上
な
ど
の
支
援
を
行
っ
て
い
る
。 

（
３
）
人
づ
く
り 

「
国
づ
く
り
は
人
づ
く
り
か
ら
は
じ
ま
る
」
と
言
わ
れ
る
が
、

人
づ
く
り
へ
の
支
援
は
日
本
の
援
助
の
重
要
な
柱
の
一
つ
で
あ 

る
。
日
本
は
、「
留
学
生
受
入
れ
１
０
万
人
計
画
」
に
基
づ
き
、 

国
費
留
学
生
受
入
の
計
画
的
整
備
な
ど
、
各
種
の
留
学
生
施
策
を

推
進
し
て
き
た
。
２
０
０
３
年
５
月
に
１
０
万
人
受
け
入
れ
る
と

い
う
目
標
は
達
成
さ
れ
、
２
０
０
５
年
５
月
ま
で
の
留
学
生
受
入

総
数
は
、
１
２
万
１
，
８
１
２
人
と
な
っ
て
い
る
。 

（
４
）
Ｉ
Ｔ 

 
 

Ｉ
Ｔ
の
普
及
は
、
産
業
の
高
度
化
、
経
済
の
生
産
性
の
向
上
な

ど
を
通
じ
て
持
続
的
な
経
済
成
長
の
実
現
に
寄
与
す
る
。
ま
た
Ｉ

Ｔ
の
積
極
的
な
活
用
は
、
政
府
の
情
報
公
開
の
促
進
や
、
メ
デ
ィ

ア
支
援
を
通
じ
た
民
主
化
の
土
台
と
な
る
ガ
バ
ナ
ン
ス
改
善
、
利

便
性
・
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
よ
る
市
民
社
会
の
強
化
と
い
っ
た
面

で
も
重
要
な
意
義
を
持
っ
て
い
る
。
日
本
は
、
２
０
０
０
年
７
月

の
九
州
・
沖
縄
サ
ミ
ッ
ト
に
お
い
て
「
国
際
的
な
情
報
格
差
問
題

に
対
す
る
我
が
国
の
包
括
的
協
力
策
に
つ
い
て
」
を
発
表
し
、
以

後
５
年
間
で
合
わ
せ
て
１
５
０
億
ド
ル
程
度
を
目
途
に
非
Ｏ
Ｄ

Ａ
及
び
Ｏ
Ｄ
Ａ
の
公
的
資
金
に
よ
る
協
力
を
進
め
る
こ
と
を
表

明
し
、
Ｉ
Ｔ
分
野
の
協
力
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
る
。 

（
５
）
貿
易
・
投
資
の
円
滑
化 

持
続
的
な
経
済
成
長
の
た
め
に
は
、
民
間
セ
ク
タ
ー
の
主
導
的

な
役
割
が
鍵
と
な
る
こ
と
か
ら
、
貿
易
・
投
資
を
含
む
民
間
セ
ク

タ
ー
の
活
動
を
促
進
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
日
本
は
Ｏ
Ｄ
Ａ

や
非
Ｏ
Ｄ
Ａ
の
公
的
資
金
な
ど
を
活
用
し
て
、
こ
う
し
た
開
発
途

上
国
の
投
資
環
境
整
備
の
た
め
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
、
制
度
構
築
、

人
材
育
成
な
ど
の
支
援
を
行
っ
て
い
る
。 

 

日
本
は
、
２
０
０
５
年
１
２
月
の
香
港
閣
僚
会
議
を
前
に
「
開

発
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
」
を
発
表
し
た
。「
開
発
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
」

は
、
貿
易
の
促
進
を
通
じ
て
開
発
途
上
国
の
開
発
に
資
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
包
括
的
支
援
パ
ッ
ケ
ー
ジ
で
、
貿
易
を
構
成
す
る

「
生
産
」
、「
流
通
・
販
売
」
、「
購
入
」
の
各
局
面
で
、
後
発
開
発

途
上
国
（
Ｌ
Ｄ
Ｃ
）
産
品
の
市
場
ア
ク
セ
ス
の
原
則
無
税
無
枠
化

や
Ｏ
Ｄ
Ａ
を
通
じ
た
様
々
な
支
援
を
組
み
合
わ
せ
、
総
合
的
か
つ

き
め
細
や
か
な
支
援
を
行
う
も
の
で
あ
る
。 

（
６
）
Ｏ
Ｄ
Ａ
以
外
の
公
的
資
金
（
Ｏ
Ｏ
Ｆ
）
及
び 

民
間
部
門
と
の
連
携 

世
界
全
体
の
開
発
途
上
国
へ
の
資
金
の
流
れ
を
見
る
と
、
２
０

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

０
４
年
に
は
Ｏ
Ｄ
Ａ
が
全
資
金
流
入
量
の
２
４
．
６
％
（
Ｄ
Ａ
Ｃ

統
計
、
暫
定
値
）
を
占
め
て
い
る
の
に
対
し
、
Ｏ
Ｏ
Ｆ
や
民
間
資

金
と
い
っ
た
Ｏ
Ｄ
Ａ
以
外
の
資
金
は
全
体
の
４
分
の
３
を
占
め

て
い
る
。
開
発
の
た
め
に
は
、
Ｏ
Ｄ
Ａ
と
と
も
に
Ｏ
Ｄ
Ａ
以
外
の

公
的
資
金
、
民
間
資
金
と
の
連
携
が
重
要
で
あ
る
。
民
間
企
業
の

開
発
途
上
国
に
お
け
る
事
業
展
開
を
支
援
す
る
た
め
、
国
際
協
力

銀
行
（
Ｊ
Ｂ
Ｉ
Ｃ
）
や
日
本
貿
易
保
険
（
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｉ
）
な
ど
の
公

的
機
関
は
、
保
険
の
引
き
受
け
、
民
間
金
融
機
関
と
協
調
し
た
協

調
融
資
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
Ｏ
Ｄ
Ａ
に
お
け
る
民
間
部

門
と
の
連
携
を
強
化
す
る
動
き
も
進
め
ら
れ
て
お
り
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

で
は
、
開
発
途
上
国
で
実
施
し
て
い
る
技
術
協
力
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
対
し
、
民
間
の
活
力
、
創
意
、
ノ
ウ
ハ
ウ
を
よ
り
一
層
生
か
せ

る
よ
う
に
「
提
案
型
技
術
協
力
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
実
施
し
て
い

る
。 

（
７
）
債
務
問
題
へ
の
取
組 

日
本
は
、
債
務
国
自
身
の
努
力
に
よ
り
中
長
期
的
な
成
長
が
達

成
さ
れ
、
債
務
返
済
能
力
が
回
復
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
の

立
場
を
基
本
と
し
、
国
際
的
な
枠
組
み
の
中
で
債
務
問
題
に
取
り

組
ん
で
い
く
。 

２
０
０
５
年
度
に
は
、
拡
大
重
債
務
貧
困
国
（
Ｈ
Ｉ
Ｐ
Ｃ
）
イ
ニ

シ
ア
テ
ィ
ブ
に
基
づ
き
、
４
か
国
に
対
し
て
合
計
約
１
，
３
９
５

億
円
の
円
借
款
債
務
を
免
除
し
た
。
ま
た
、
付
保
商
業
債
権
に
つ

い
て
も
債
務
免
除
の
実
施
を
開
始
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
２
０
０

５
年
度
の
公
的
債
務
免
除
の
総
額
は
約
１
，
４
６
９
億
円
と
な

り
、
２
０
０
３
年
度
か
ら
開
始
し
た
債
務
の
免
除
は
総
額
約
６
，

０
３
８
億
円
に
上
っ
た
。

 

３
．
地
球
的
規
模
の
問
題
へ
の
取
組 

地
球
温
暖
化
を
は
じ
め
と
す
る
環
境
問
題
、
感
染
症
、
人
口
、

食
料
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
災
害
、
テ
ロ
、
麻
薬
、
国
際
組
織
犯
罪
と

い
っ
た
地
球
的
規
模
の
問
題
は
、
国
境
を
越
え
て
個
々
の
人
間
の

生
存
に
か
か
わ
る
脅
威
と
な
っ
て
い
る
。
国
際
社
会
の
安
全
と
繁

栄
を
実
現
す
る
た
め
、
こ
れ
ら
地
球
的
規
模
の
問
題
に
対
処
し
て

い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
日
本
は
Ｏ
Ｄ
Ａ
を
通
じ
て
積
極
的
に

貢
献
し
て
い
く
方
針
で
あ
る
。 

（
１
）
環
境
問
題 

２
０
０
２
年
、
日
本
は
「
持
続
可
能
な
開
発
の
た
め
の
環
境
保

全
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
（
Ｅ
ｃ
ｏ
Ｉ
Ｓ
Ｄ
）
」
を
策
定
し
、
地
球
的

規
模
の
環
境
問
題
へ
の
対
応
の
た
め
の
支
援
を
行
っ
て
い
る
。
２

０
０
５
年
度
の
日
本
の
環
境
分
野
に
お
け
る
援
助
実
績
は
、
無
償

資
金
協
力
、
円
借
款
、
技
術
協
力
及
び
国
際
機
関
に
対
す
る
拠
出

金
等
の
合
計
で
約
３
，
０
９
２
億
円
で
あ
り
、
Ｏ
Ｄ
Ａ
全
体
に
占

め
る
割
合
は
約
２
９
％
と
な
っ
て
い
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

（
２
）
感
染
症 

２
０
０
０
年
７
月
の
Ｇ
８
九
州
・
沖
縄
サ
ミ
ッ
ト
に
お
い
て
発
表

し
た
沖
縄
感
染
症
対
策
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
（
Ｉ
Ｄ
Ｉ
）
で
は
、
２

０
０
０
年
か
ら
の
５
年
間
で
３
０
億
ド
ル
と
い
う
目
標
額
を
掲

げ
、
２
０
０
４
年
度
の
終
了
時
の
実
績
は
、
総
額
約
５
８
億
ド
ル

に
達
し
た
。
そ
し
て
、
Ｉ
Ｄ
Ｉ
終
了
後
の
２
０
０
５
年
６
月
、
保

健
分
野
に
関
連
す
る
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
達
成
へ
の
貢
献
を
目
標
に
し
た

「
保
健
と
開
発
に
関
す
る
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
（
Ｈ
Ｄ
Ｉ
）
」
を
発

表
し
、
感
染
症
対
策
を
含
む
保
健
医
療
分
野
に
対
し
５
年
間
で
５

０
億
ド
ル
を
目
途
と
す
る
包
括
的
な
支
援
を
実
施
す
る
こ
と
を

表
明
し
た
。 

（
３
）
人
口 

 

世
界
の
人
口
平
均
増
加
率
が
年
１
．
２
％
で
あ
る
の
に
対
し

て
、
一
般
的
に
開
発
途
上
国
の
中
で
も
貧
し
い
国
ほ
ど
人
口
増
加

率
が
高
く
、
人
口
増
加
が
貧
困
・
失
業
、
飢
餓
、
教
育
の
遅
れ
、

環
境
悪
化
な
ど
の
問
題
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
お
り
、
対
応
が

急
務
と
な
っ
て
い
る
。
日
本
は
２
０
０
５
年
度
、
国
連
人
口
基
金

（
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
）
に
対
し
て
４
３
億
円
、
国
際
家
族
計
画
連
盟
（
Ｉ

Ｐ
Ｐ
Ｆ
）
に
対
し
て
１
６
億
円
の
拠
出
を
行
っ
た
。
こ
れ
ら
の
機

関
は
、
妊
産
婦
の
健
康
改
善
、
母
子
保
健
の
推
進
の
た
め
に
支
援

を
行
う
ほ
か
、
開
発
途
上
国
の
国
勢
調
査
な
ど
人
口
関
連
の
デ
ー

タ
収
集
・
分
析
、
女
性
の
能
力
強
化
、
世
界
全
体
で
１
２
億
人
を

超
え
る
と
い
わ
れ
る
思
春
期
の
若
者
を
対
象
と
し
た
啓
蒙
活
動

な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

（
４
）
食
料 

 
 

日
本
は
、
食
料
不
足
に
直
面
し
て
い
る
開
発
途
上
国
に
対
し
て

食
糧
援
助
を
行
う
と
と
も
に
、
開
発
途
上
国
の
食
料
生
産
性
の
向

上
に
向
け
た
努
力
を
中
長
期
的
に
支
援
す
る
取
組
を
並
行
し
て

進
め
て
い
る
。
２
０
０
５
年
度
に
は
食
糧
援
助
と
し
て
、
総
額
１

１
０
億
８
，
５
０
０
万
円
の
支
援
を
行
っ
た
。
特
に
国
連
世
界
食

糧
計
画
（
Ｗ
Ｆ
Ｐ
）
に
対
し
て
は
、
積
極
的
に
貢
献
し
て
お
り
、

２
０
０
５
年
は
Ｗ
Ｆ
Ｐ
経
由
で
実
施
し
た
食
料
援
助
を
含
め
１

億
６
，
０
５
３
万
ド
ル
の
拠
出
を
行
い
、
米
国
、
Ｅ
Ｃ
（
欧
州
共

同
体
）
に
次
い
で
第
３
位
の
援
助
国
と
な
っ
て
い
る
。

（
５
）
エ
ネ
ル
ギ
ー 

 
 

開
発
途
上
国
に
お
い
て
は
、
経
済
発
展
を
実
現
し
て
生
活
水
準

を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
、
安
定
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
を
確
保
す

る
こ
と
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
近
代
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
サ
ー

ビ
ス
の
欠
如
は
、
産
業
の
未
発
達
と
そ
れ
に
伴
う
雇
用
機
会
の
喪

失
に
よ
る
貧
困
化
、
医
療
サ
ー
ビ
ス
や
教
育
を
受
け
る
機
会
の
制

限
な
ど
、
経
済
・
社
会
に
お
け
る
生
活
の
質
的
向
上
を
妨
げ
る
要

因
と
な
る
。
日
本
は
、
２
０
０
５
年
度
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
に
対

し
て
円
借
款
約
１
，
６
７
１
億
円
、
無
償
資
金
協
力
約
３
４
２
億

円
の
支
援
を
行
い
、
技
術
協
力
で
は
研
修
等
に
よ
り
４
４
５
人
の
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人
材
育
成
に
協
力
し
た
。 

（
６
）
防
災
と
災
害
復
興 

 
 

日
本
は
、
自
ら
の
過
去
の
災
害
経
験
か
ら
培
わ
れ
た
優
れ
た
知

識
や
技
術
に
基
づ
き
、
緊
急
支
援
、
防
災
及
び
災
害
復
興
分
野
に

積
極
的
な
国
際
協
力
を
行
っ
て
い
る
。 

２
０
０
５
年
１
０
月
８
日
に
発
生
し
た
パ
キ
ス
タ
ン
等
大
地

震
で
は
、
日
本
は
震
災
直
後
か
ら
、
国
際
緊
急
援
助
隊
の
派
遣
、

約
２
，
５
０
０
万
円
相
当
の
緊
急
援
助
物
資
の
供
与
を
行
っ
た
ほ

か
、
２
，
０
０
０
万
ド
ル
の
緊
急
無
償
資
金
協
力
及
び
４
０
億
円

の
ノ
ン
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
無
償
資
金
協
力
、
約
１
１
２
億
円
の
円

借
款
の
供
与
を
行
い
、
さ
ら
に
は
、
２
，
０
０
０
万
ド
ル
の
国
際

機
関
経
由
の
緊
急
人
道
支
援
、
世
界
銀
行
及
び
ア
ジ
ア
開
発
銀
行

の
ジ
ャ
パ
ン
・
フ
ァ
ン
ド
を
通
じ
た
計
１
，
０
０
０
万
ド
ル
の
支

援
等
を
通
じ
て
、
被
災
地
の
復
旧
・
復
興
を
支
援
し
た
。 

（
７
）
テ
ロ
・
海
賊 

日
本
と
政
治
、
経
済
、
社
会
全
般
に
わ
た
り
関
係
の
深
い
東
南
ア

ジ
ア
地
域
に
お
け
る
テ
ロ
を
防
止
し
、
安
全
及
び
安
定
を
確
保
す

る
こ
と
は
、
日
本
の
繁
栄
に
と
っ
て
も
重
要
で
あ
り
、
重
点
的
に

支
援
を
実
施
し
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
出
入
国
管
理
、
航
空
保

安
、
港
湾
・
海
上
保
安
、
税
関
協
力
、
輸
出
管
理
、
法
執
行
協
力
、

テ
ロ
資
金
対
策
、
Ｃ
Ｂ
Ｒ
Ｎ
（
化
学
、
生
物
、
放
射
性
物
質
、
核
）

テ
ロ
対
策
、
テ
ロ
防
止
関
連
諸
条
約
な
ど
の
分
野
に
お
い
て
、
セ

ミ
ナ
ー
の
開
催
、
研
修
員
の
受
入
を
実
施
し
、
２
０
０
５
年
度
は

約
３
５
０
名
の
研
修
員
の
受
入
を
行
っ
た
。 

ま
た
、
石
油
や
鉱
物
等
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
の
輸
入
の
殆
ど
を

海
上
輸
送
に
依
存
す
る
日
本
に
と
っ
て
、
海
上
の
安
全
を
脅
か
す

海
賊
行
為
は
、
日
本
自
身
の
平
和
と
安
定
に
直
結
す
る
問
題
で
あ

る
。
日
本
は
、
海
賊
行
為
の
防
止
の
た
め
に
、
沿
岸
国
の
主
権
を

尊
重
し
た
上
で
、
沿
岸
国
の
取
締
り
能
力
向
上
を
図
る
と
と
も

に
、
情
報
共
有
強
化
や
人
材
育
成
等
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

（
８
）
麻
薬 

麻
薬
な
ど
の
薬
物
問
題
は
人
々
の
生
存
や
生
活
を
直
接
脅
か 

 

し
、
さ
ら
に
国
際
社
会
の
未
来
を
損
な
う
危
険
性
の
あ
る
地
球
的 

規
模
の
深
刻
な
問
題
で
あ
り
、
国
際
社
会
が
協
調
し
て
対
応
を
強 

化
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
で
あ
る
。
日
本
は
、
国
連 

麻
薬
委
員
会
な
ど
の
国
際
会
議
に
積
極
的
に
参
加
す
る
と
と
も 

に
、
国
連
薬
物
犯
罪
事
務
所
（
Ｕ
Ｎ
Ｏ
Ｄ
Ｃ
）
が
管
理
・
運
用
す

る
国
連
薬
物
統
制
計
画
基
金
へ
の
資
金
拠
出
を
毎
年
行
っ
て
お 

 

り
、
２
０
０
５
年
度
は
２
５
０
万
ド
ル
を
拠
出
し
た
。 

（
９
）
国
際
組
織
犯
罪 

国
際
組
織
犯
罪
は
国
を
越
え
る
犯
罪
で
あ
り
、
一
国
の
み
の
努
力

で
は
対
策
に
限
り
が
あ
る
。
日
本
は
、
国
連
や
Ｇ
８
な
ど
の
国
際

機
関
や
枠
組
み
を
通
じ
た
国
際
組
織
犯
罪
対
策
分
野
で
の
ル
ー

ル
作
り
や
、
対
策
の
検
討
・
協
力
に
、
積
極
的
に
貢
献
し
て
き

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

て
い
る
。

 ４
．
平
和
の
構
築 

紛
争
で
は
、
被
害
者
の
大
多
数
が
一
般
市
民
で
あ
り
、
通
常
、

大
量
の
難
民
・
避
難
民
が
発
生
す
る
。
ま
た
、
紛
争
は
長
年
の
開

発
努
力
の
成
果
を
瞬
時
に
失
わ
せ
、
膨
大
な
経
済
的
損
失
を
生
み

出
す
。
平
和
と
安
定
は
、
開
発
と
発
展
の
前
提
条
件
で
あ
り
、
国

際
的
な
開
発
目
標
で
あ
る
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
達
成
に
も
、
平
和
の
構
築
が

重
要
な
役
割
を
果
た
す
。 

（
１
）
イ
ラ
ク 

日
本
は
、
自
衛
隊
派
遣
に
よ
る
人
的
貢
献
と
Ｏ
Ｄ
Ａ
に
よ
る
支

援
を
「
車
の
両
輪
」
と
し
て
イ
ラ
ク
復
興
支
援
を
実
施
し
て
き
た
。

２
０
０
３
年
１
０
月
に
表
明
し
た
総
額
１
５
億
ド
ル
の
無
償
資

金
の
供
与
に
つ
い
て
は
、
２
０
０
５
年
５
月
ま
で
に
す
べ
て
実

施
・
決
定
し
て
い
る
。
ま
た
、
イ
ラ
ク
の
債
務
問
題
に
つ
い
て
は
、

２
０
０
４
年
に
パ
リ
ク
ラ
ブ
に
お
い
て
イ
ラ
ク
債
務
（
総
額
約
３

８
９
億
ド
ル
）
の
８
０
％
を
３
段
階
で
削
減
す
る
合
意
が
成
立
し

た
こ
と
を
受
け
て
、
２
０
０
５
年
１
１
月
に
日
本
が
有
す
る
約
７

６
億
ド
ル
の
債
権
を
３
段
階
に
分
け
て
合
計
８
０
％
削
減
す
る

二
国
間
合
意
が
日
本
・
イ
ラ
ク
間
で
署
名
さ
れ
た
。 

そ
の
他
に
も
Ｎ
Ｇ
Ｏ
を
通
じ
た
支
援
や
国
際
機
関
を
通
じ
た

支
援
な
ど
を
行
い
、
イ
ラ
ク
の
人
道
・
復
興
の
た
め
、
日
本
は
積

極
的
に
支
援
し
て
い
る
。

（
２
）
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン 

日
本
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
支
援
は
、
２
０
０
２
年
５
月
に
川
口
外

務
大
臣
（
当
時
）
が
提
唱
し
た
「
平
和
の
定
着
」
構
想
に
基
づ
き
、

政
治
プ
ロ
セ
ス
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
、
治
安
の
維
持
、
復
興
の
３
つ
の

柱
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
。
政
治
プ
ロ
セ
ス
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
対

す
る
支
援
に
つ
い
て
は
、
国
家
の
枠
組
み
を
形
成
す
る
基
本
シ
ス

テ
ム
の
回
復
を
目
的
に
し
て
い
る
。
ま
た
、
治
安
の
改
善
に
対
す

る
支
援
に
つ
い
て
は
、
元
兵
士
の
武
装
解
除
、
動
員
解
除
、
社
会

復
帰
（
Ｄ
Ｄ
Ｒ
）
、
地
雷
対
策
、
警
察
支
援
な
ど
、
平
和
の
定
着

に
必
要
な
治
安
回
復
の
た
め
の
支
援
を
行
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、

復
興
に
対
す
る
支
援
と
し
て
難
民
・
避
難
民
の
再
定
住
支
援
、
農

業
・
農
村
開
発
支
援
、
教
育
支
援
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
な
ど
様
々
な

支
援
を
行
っ
て
い
る
。 

（
３
）
ス
ー
ダ
ン 

２
０
０
５
年
４
月
、
ス
ー
ダ
ン
南
北
間
の
包
括
和
平
合
意
の
成

立
を
受
け
、
ス
ー
ダ
ン
支
援
国
会
合
が
開
催
さ
れ
た
。
日
本
は
、

ス
ー
ダ
ン
に
お
け
る
平
和
の
定
着
を
支
援
す
る
た
め
に
当
面
１

億
ド
ル
の
支
援
を
行
う
こ
と
を
表
明
し
た
。
２
０
０
５
年
６
月
に

は
二
国
間
援
助
再
開
に
向
け
た
政
府
間
対
話
を
行
う
と
と
も
に
、

今
後
の
支
援
策
の
あ
り
方
に
つ
い
て
本
格
的
な
検
討
を
開
始
し

た
。
そ
の
結
果
も
踏
ま
え
、
こ
れ
ま
で
国
際
機
関
を
通
じ
た
支
援

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

を
中
心
に
実
施
し
て
お
り
、
具
体
的
に
は
、
食
糧
援
助
、
食
糧
自

給
支
援
及
び
小
児
感
染
症
予
防
支
援
か
ら
な
る
総
額
約
１
２
億

円
の
無
償
資
金
協
力
、
南
部
へ
の
難
民
・
国
内
避
難
民
の
帰
還
を

支
援
す
る
た
め
総
額
約
３
４
億
円
の
無
償
資
金
協
力
、
暫
定
武
装

解
除
・
動
員
解
除
・
社
会
復
帰
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
Ｉ
Ｄ
Ｄ
Ｒ
Ｐ
）
実

施
の
た
め
の
総
額
約
７
．
６
億
円
の
紛
争
予
防
・
平
和
構
築
無
償

資
金
協
力
、
紛
争
犠
牲
者
に
対
す
る
医
療
支
援
を
順
次
決
定
し

た
。 

（
４
）
ア
フ
リ
カ
（
サ
ブ
・
サ
ハ
ラ
） 

２
０
０
６
年
２
月
、
日
本
は
エ
チ
オ
ピ
ア
に
お
い
て
「
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ

Ｄ
平
和
の
定
着
会
議
」
を
開
催
し
、
紛
争
終
結
国
に
対
す
る
支
援

の
あ
り
方
に
つ
き
議
論
を
行
う
と
と
も
に
、
ス
ー
ダ
ン
、
大
湖
地

域
、
西
ア
フ
リ
カ
を
中
心
に
Ｄ
Ｄ
Ｒ
や
小
型
武
器
対
策
、
地
雷
対

策
、
元
児
童
兵
の
社
会
復
帰
に
対
す
る
総
額
約
６
，
０
０
０
万
ド

ル
の
当
面
の
支
援
を
含
む
ア
フ
リ
カ
の
平
和
の
定
着
に
向
け
た

新
た
な
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を
発
表
し
た
。 

ま
た
、
日
本
は
、
２
０
０
５
年
度
ま
で
に
Ａ
Ｕ
（
ア
フ
リ
カ
連
合
）

平
和
基
金
に
対
し
合
計
約
４
５
８
万
ド
ル
を
拠
出
し
て
お
り
、
さ

ら
に
、
紛
争
な
ど
に
よ
り
避
難
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
難
民
・

国
内
避
難
民
な
ど
に
対
し
、
２
０
０
５
年
度
に
は
国
連
難
民
高
等

弁
務
官
事
務
所
（
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
）
経
由
で
約
４
，
８
２
５
万
ド
ル
、

Ｗ
Ｆ
Ｐ
経
由
で
約
４
，
７
０
７
万
ド
ル
、
国
際
移
住
機
関
（
Ｉ
Ｏ

Ｍ
）
経
由
で
４
６
３
万
ド
ル
、
赤
十
字
国
際
委
員
会
（
Ｉ
Ｃ
Ｒ
Ｃ

）
経
由
で
約
４
６
４
万
ド
ル
の
支
援
を
実
施
し
た
。

（
５
）
対
人
地
雷
・
小
型
武
器 

「
犠
牲
者
ゼ
ロ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
下
、
地
雷
除
去
を
含
む
地

雷
対
策
支
援
を
積
極
的
に
行
っ
て
き
て
お
り
、
１
９
９
８
年
以
降

の
支
援
総
額
は
２
３
０
億
円
以
上
に
の
ぼ
る
。
非
合
法
に
流
通
し

て
い
る
小
型
武
器
の
削
減
を
目
指
し
た
現
場
で
の
取
組
と
し
て
、

日
本
は
、
武
器
を
放
棄
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
対
し
て
イ
ン
フ
ラ

を
整
備
す
る
と
い
う
、
武
器
回
収
と
開
発
を
組
み
合
わ
せ
た
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
支
援
し
て
い
る
。
２
０
０
３
年
か
ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
実
施
し
て
い
る
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
お
い
て
は
、
２
０
０
６
年
３
月

末
ま
で
に
１
万
４
，
０
０
０
丁
以
上
の
小
型
武
器
の
回
収
と
い
う

成
果
を
あ
げ
て
い
る
。 

 

第
３
節 

地
域
別
の
取
組
状
況 

 
 

Ｏ
Ｄ
Ａ
大
綱
で
は
、
日
本
と
密
接
な
関
係
を
有
し
、
日
本
の
安

全
と
繁
栄
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
得
る
ア
ジ
ア
を
重
点
地
域

と
し
た
上
で
、
そ
の
他
の
地
域
に
つ
い
て
も
各
地
域
の
援
助
需

要
、
発
展
状
況
に
留
意
し
つ
つ
、
重
点
化
を
図
る
こ
と
と
し
て
い

る
。 

１
．
東
ア
ジ
ア
地
域 

日
本
の
東
ア
ジ
ア
地
域
に
対
す
る
２
０
０
５
年
の
二
国
間
Ｏ
Ｄ
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Ｄ
Ａ
は
、
約
３
０
億
６
，
８
５
２
万
ド
ル
で
、
二
国
間
Ｏ
Ｄ
Ａ
全

体
に
占
め
る
割
合
は
２
９
．
３
％
で
あ
る
。

東
ア
ジ
ア
諸
国
は
日
本
と
政
治
・
経
済
・
文
化
な
ど
あ
ら
ゆ
る 

 

面
に
お
い
て
緊
密
な
相
互
依
存
関
係
に
あ
り
、
東
ア
ジ
ア
地
域
の 

発
展
と
安
定
は
日
本
の
安
全
と
繁
栄
に
と
っ
て
重
要
な
意
義
を 

有
し
て
い
る
。 

 
 

ま
た
、
東
ア
ジ
ア
地
域
に
お
い
て
は
、
高
い
経
済
成
長
を
遂
げ
、

被
援
助
国
か
ら
援
助
国
へ
移
行
し
た
国
も
現
れ
て
い
る
一
方
で
、

カ
ン
ボ
ジ
ア
や
ラ
オ
ス
な
ど
の
Ｌ
Ｄ
Ｃ
が
依
然
と
し
て
存
在
し

て
い
る
。
ま
た
、
中
国
の
よ
う
に
、
近
年
著
し
い
経
済
成
長
を
成

し
遂
げ
つ
つ
も
、
国
内
格
差
を
抱
え
て
い
る
国
や
、
ベ
ト
ナ
ム
の

よ
う
に
、
中
央
計
画
経
済
体
制
か
ら
市
場
経
済
体
制
へ
の
移
行
の

途
上
に
あ
る
国
も
あ
る
。
日
本
は
、
こ
の
よ
う
な
各
国
の
経
済
社

会
状
況
の
多
様
性
、
援
助
需
要
の
変
化
等
に
十
分
留
意
し
つ
つ
、

援
助
を
行
っ
て
い
る
。
特
に
、
対
中
国
Ｏ
Ｄ
Ａ
に
つ
い
て
は
、
２

０
０
５
年
４
月
の
日
中
外
相
会
談
に
お
い
て
２
０
０
８
年
の
北 

 

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
前
ま
で
に
円
借
款
の
新
規
供
与
を
円
満
終
了 

 

す
る
こ
と
に
つ
い
て
日
中
間
で
共
通
認
識
に
達
し
た
。 

 

２
．
南
ア
ジ
ア
地
域 

 
 

日
本
の
南
ア
ジ
ア
地
域
に
対
す
る
２
０
０
５
年
の
二
国
間
Ｏ

Ｄ
Ａ
は
、
約
５
億
６
，
１
６
６
万
ド
ル
で
、
二
国
間
Ｏ
Ｄ
Ａ
全
体

に
占
め
る
割
合
は
５
．
４
％
で
あ
る
。 

南
ア
ジ
ア
地
域
は
、
５
億
人
以
上
の
貧
困
層
を
抱
え
る
世
界
で
最

も
貧
し
い
地
域
の
一
つ
で
あ
り
、
貧
困
、
人
口
問
題
に
加
え
、
初

等
教
育
普
及
率
の
低
さ
や
保
健
医
療
の
未
整
備
、
ま
た
、
感
染
症

問
題
な
ど
も
深
刻
な
問
題
で
あ
る
。
同
地
域
の
貧
困
削
減
と
貧
困

層
の
生
存
の
確
保
の
た
め
の
支
援
は
、
特
に
、
Ｌ
Ｄ
Ｃ
で
あ
る
バ

ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
、
ブ
ー
タ
ン
、
ネ
パ
ー
ル
が
無
償
資
金
協
力
を
中

心
に
実
施
し
て
お
り
、
技
術
協
力
と
の
連
携
を
は
か
り
つ
つ
、
農

業
、
居
住
環
境
、
保
健
・
医
療
な
ど
の
基
礎
生
活
分
野
に
重
点
を

置
い
た
協
力
を
行
っ
て
い
る
。 

 

３
．
中
央
ア
ジ
ア
・
コ
ー
カ
サ
ス
地
域 

日
本
の
中
央
ア
ジ
ア
・
コ
ー
カ
サ
ス
地
域
に
対
す
る
２
０
０
５
年

の
二
国
間
Ｏ
Ｄ
Ａ
は
、
約
１
億
７
，
２
５
７
万
ド
ル
で
、
二
国
間

Ｏ
Ｄ
Ａ
全
体
に
占
め
る
割
合
は
１
．
６
％
で
あ
る
。

 

日
本
は
、
旧
ソ
連
崩
壊
後
の
新
た
な
国
際
情
勢
下
、
中
央
ア
ジ

ジ
ア
及
び
コ
ー
カ
サ
ス
地
域
の
地
政
学
的
な
重
要
性
を
考
慮
し
、

こ
れ
ら
諸
国
の
民
主
化
及
び
市
場
経
済
導
入
の
努
力
を
積
極
的

に
支
援
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
人
材
育
成
の
た
め
の
技

術
協
力
や
イ
ン
フ
ラ
整
備
、
経
済
改
革
に
伴
う
困
難
を
緩
和
す
る

た
め
の
資
金
協
力
を
中
心
と
し
た
援
助
を
行
っ
て
い
る
。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

４
．
ア
フ
リ
カ
（
サ
ブ
・
サ
ハ
ラ
） 

 
 

日
本
の
ア
フ
リ
カ
に
対
す
る
２
０
０
５
年
の
二
国
間
Ｏ
Ｄ
Ａ

は
、
約
１
１
億
３
，
７
３
４
万
ド
ル
で
、
二
国
間
Ｏ
Ｄ
Ａ
全
体
に
占

め
る
割
合
は
１
０
．
８
％
で
あ
る
。 

ア
フ
リ
カ
は
、
深
刻
な
貧
困
、
飢
餓
、
紛
争
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
、

マ
ラ
リ
ア
な
ど
の
感
染
症
、
累
積
債
務
な
ど
の
課
題
が
集
中
し
て

お
り
、
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
達
成
度
が
極
め
て
低
い
地
域
で
あ
る
。
Ｍ
Ｄ

Ｇ
ｓ
の
達
成
の
た
め
に
は
安
定
的
な
制
度
・
政
策
環
境
の
整
備
、

人
材
育
成
、
良
い
統
治
（
グ
ッ
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
）
、
健
全
な
マ

ク
ロ
経
済
政
策
運
営
、
国
内
資
金
の
動
員
な
ど
と
い
っ
た
開
発
途

上
国
の
自
助
努
力
（
オ
ー
ナ
ー
シ
ッ
プ
）
が
鍵
に
な
る
。
そ
し
て
、

オ
ー
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
支
え
る
の
が
、
二
国
間
ド
ナ
ー
、
国
際
機
関

や
Ｎ
Ｇ
Ｏ
も
含
め
た
国
際
社
会
に
お
け
る
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

で
あ
る
。 

日
本
は
、
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
プ
ロ
セ
ス
を
通
じ
て
、
ア
フ
リ
カ
の
経
済

成
長
に
不
可
欠
な
農
業
開
発
、
社
会
・
経
済
イ
ン
フ
ラ
整
備
、
貿

易
・
投
資
の
促
進
、
紛
争
地
域
に
お
け
る
人
道
・
復
興
支
援
な
ど

ア
フ
リ
カ
諸
国
に
対
し
様
々
な
協
力
を
行
っ
て
い
る
。

 ５
．
中
東 

 
 

日
本
の
中
東
に
対
す
る
２
０
０
５
年
の
二
国
間
Ｏ
Ｄ
Ａ
は
、
約

３
４
億
７
，
９
２
２
万
ド
ル
で
、
二
国
間
Ｏ
Ｄ
Ａ
全
体
に
占
め
る

割
合
は
３
３
．
２
％
で
あ
る
。 

世
界
の
主
要
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
地
域
で
あ
り
、
日
本
が
原
油
輸

入
の
９
割
以
上
を
依
存
す
る
中
東
地
域
の
平
和
と
安
定
確
保
は
、

国
際
社
会
全
体
の
平
和
と
繁
栄
に
直
結
す
る
重
要
な
問
題
で
あ

る
。
ま
た
、
低
・
中
所
得
国
に
お
け
る
開
発
ニ
ー
ズ
が
高
い
こ
と

は
も
と
よ
り
、
高
所
得
の
産
油
国
で
も
石
油
へ
の
過
度
の
依
存
か

ら
脱
却
し
て
経
済
を
多
角
化
す
る
こ
と
が
課
題
で
あ
る
。
さ
ら
に

水
資
源
に
乏
し
い
中
東
地
域
で
は
、
そ
の
確
保
や
管
理
が
地
域
的

な
安
定
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
得
る
重
要
な
課
題
で
あ
る
。
日
本

は
、
中
東
の
社
会
的
安
定
と
経
済
的
発
展
の
た
め
に
平
和
の
定
着

支
援
（
イ
ラ
ク
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
、
ス
ー
ダ
ン
）
、
中
東
和
平

支
援
の
た
め
の
協
力
（
対
パ
レ
ス
チ
ナ
支
援
、
周
辺
ア
ラ
ブ
諸
国

支
援
な
ど
）
、
低
・
中
所
得
国
に
お
け
る
経
済
社
会
イ
ン
フ
ラ
整

備
や
貧
困
対
策
の
た
め
の
支
援
、
総
合
的
な
水
資
源
管
理
の
た
め

の
支
援
、
各
国
の
ニ
ー
ズ
に
合
致
し
た
人
材
育
成
支
援
、
環
境
保

全
対
策
へ
の
支
援
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。 

 

６
．
中
南
米 

 
 

日
本
の
中
南
米
に
対
す
る
２
０
０
５
年
の
二
国
間
Ｏ
Ｄ
Ａ
は
、

約
４
億
１
，
５
０
２
万
ド
ル
で
、
二
国
間
Ｏ
Ｄ
Ａ
全
体
に
占
め
る
割

合
は
約
４
．
０
％
で
あ
る
。 

中
南
米
地
域
は
巨
大
な
人
口
と
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
２
．
５
倍
の
経

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

済
規
模
を
有
す
る
巨
大
な
市
場
で
あ
る
と
と
も
に
、
豊
富
な
天
然 

資
源
（
鉄
鉱
・
銅
鉱
・
原
油
・
天
然
ガ
ス
）
、
食
料
生
産
能
力
（
食

肉
・
大
豆
等
）
等
を
擁
し
、
日
本
を
は
じ
め
と
す
る
ア
ジ
ア
経
済

圏
の
繁
栄
を
支
え
る
戦
略
的
に
重
要
な
地
域
で
あ
る
。
日
本
は
、

豊
富
な
資
源
を
有
し
、
経
済
機
会
が
拡
大
し
て
い
る
同
地
域
で
の

日
本
企
業
の
活
動
は
日
本
の
繁
栄
に
不
可
欠
で
あ
る
と
の
考
え

か
ら
、
ビ
ジ
ネ
ス
環
境
改
善
や
イ
ン
フ
ラ
整
備
等
を
支
援
し
て
い

く
考
え
で
あ
る
。
ま
た
、
貧
困
に
よ
り
教
育
を
受
け
ら
れ
な
い
社

会
層
や
中
南
米
の
健
全
な
開
発
を
脅
か
し
、
か
つ
政
情
不
安
を
引

き
起
こ
し
か
ね
な
い
要
因
（
青
少
年
武
装
組
織
（
マ
ラ
ス
）
や
、

元
ゲ
リ
ラ
投
降
兵
等
）
に
対
し
て
、
彼
ら
を
社
会
に
取
り
込
む
べ

く
、
教
育
や
職
業
訓
練
、
さ
ら
に
治
安
維
持
の
分
野
に
お
い
て
積

極
的
に
支
援
を
実
施
し
て
い
る
。 

 

７
．
大
洋
州 

 

日
本
の
大
洋
州
に
対
す
る
２
０
０
５
年
の
二
国
間
Ｏ
Ｄ
Ａ
は
、

約
９
，
６
９
７
万
ド
ル
で
、
二
国
間
Ｏ
Ｄ
Ａ
全
体
に
占
め
る
割
合

は
０
，
９
％
で
あ
る
。 

大
洋
州
諸
国
は
広
大
な
排
他
的
経
済
水
域
（
Ｅ
Ｅ
Ｚ
）
を
擁
し
、 

日
本
の
遠
洋
漁
業
の
重
要
な
漁
場
を
提
供
す
る
と
と
も
に
海
上 

輸
送
の
要
衝
で
も
あ
る
。
ま
た
大
洋
州
は
、
比
較
的
新
し
い
独
立 

国
が
多
く
、
社
会
的
経
済
的
に
自
立
し
た
国
家
の
構
築
が
急
務
と 

な
っ
て
い
る
。
加
え
て
小
規
模
経
済
、
第
一
次
産
業
依
存
型
経
済
、

国
家
の
地
理
的
拡
散
性
、
国
際
市
場
へ
の
ア
ク
セ
ス
困
難
、
自
然 

災
害
へ
の
脆
弱
性
、
国
土
喪
失
の
危
機
な
ど
島
嶼
国
特
有
の
共
通 

問
題
を
有
し
て
い
る
。
日
本
は
、
こ
の
よ
う
な
事
情
を
踏
ま
え
、 

大
洋
州
諸
国
の
よ
き
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
各
国
の
個
々
の
事
情 

を
考
慮
し
た
援
助
を
実
施
し
て
い
る
。

 ８
．
欧
州 

日
本
の
欧
州
に
対
す
る
２
０
０
５
年
の
二
国
間
Ｏ
Ｄ
Ａ
は
、
約
３

億
２
，
０
６
１
万
ド
ル
で
、
二
国
間
Ｏ
Ｄ
Ａ
全
体
に
占
め
る
割
合

は
３
．
１
％
で
あ
る
。 

中
・
東
欧
諸
国
は
、
１
９
８
９
年
の
共
産
主
義
体
制
崩
壊
後
、
市

場
経
済
化
・
民
主
化
に
向
け
た
取
組
を
開
始
し
た
。
こ
れ
ら
の
動

き
に
対
し
、
欧
州
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）
が
主
導
す
る
Ｇ
２
４
（
対
東
欧

諸
国
支
援
関
係
国
会
合
）
が
発
足
、
日
本
も
国
際
社
会
の
動
き
に

同
調
し
、
そ
れ
以
来
長
年
に
わ
た
り
中
・
東
欧
、
バ
ル
ト
諸
国
に

対
す
る
支
援
を
実
施
し
て
い
る
。

 

第
４
節 

援
助
実
施
の
原
則
の
運
用
状
況 

日
本
は
、
Ｏ
Ｄ
Ａ
大
綱
に
従
っ
て
援
助
を
実
施
し
て
い
る
。
Ｏ 

 
Ｄ
Ａ
大
綱
の
援
助
実
施
の
原
則
で
は
、
Ｏ
Ｄ
Ａ
大
綱
の
理
念
（
目

的
、
基
本
方
針
、
重
点
課
題
、
重
点
地
域
）
に
の
っ
と
り
、
国
際
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連
合
憲
章
の
諸
原
則
（
特
に
、
主
権
、
平
等
及
び
内
政
不
干
渉
） 

な
ど
を
踏
ま
え
、
開
発
途
上
国
の
援
助
需
要
、
経
済
社
会
状
況
、 

二
国
間
関
係
な
ど
を
総
合
的
に
判
断
し
た
上
で
Ｏ
Ｄ
Ａ
を
実
施 

す
る
旨
規
定
し
て
い
る
。

援
助
実
施
の
原
則
の
具
体
的
な
運
用
に
際
し
て
は
、
一
律
の
基 

準
を
設
け
て
機
械
的
に
適
用
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
背
景
や
過

去
と
の
比
較
な
ど
も
含
め
て
相
手
国
の
諸
事
情
を
考
慮
し
、
総
合 

的
に
ケ
ー
ス
・
バ
イ
・
ケ
ー
ス
で
判
断
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ 

る
。

 

第
５
節 

援
助
政
策
の
立
案
及
び
実
施
に
お
け
る 

取
組
状
況 

Ｏ
Ｄ
Ａ
大
綱
は
、
Ｏ
Ｄ
Ａ
を
よ
り
効
率
的
・
効
果
的
な
も
の
と 

 

す
る
た
め
に
、
政
府
が
進
め
る
べ
き
一
連
の
改
革
措
置
を
援
助
政

策
の
立
案
及
び
実
施
体
制
、
国
民
参
加
の
拡
大
、
効
果
的
実
施
の 

た
め
に
必
要
な
事
項
の
３
つ
に
分
け
て
示
し
て
い
る
。 

１
．
援
助
政
策
の
立
案
及
び
実
施
体
制 

各
府
省
庁
が
実
施
す
る
Ｏ
Ｄ
Ａ
事
業
が
全
体
と
し
て
整
合
性

を
保
ち
、
効
果
的
・
効
率
的
に
実
施
さ
れ
る
た
め
に
は
、
府
省
庁

間
で
の
連
携
・
調
整
を
強
化
し
、
政
府
全
体
と
し
て
一
体
性
と
一

貫
性
の
あ
る
政
策
を
立
案
し
、
実
施
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
さ

ら
に
、
関
係
府
省
間
の
連
携
の
み
な
ら
ず
政
府
と
援
助
実
施
機
関

の
連
携
を
強
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
一
貫
性
を
確
保
し
つ
つ
有
機

的
な
連
携
の
も
と
援
助
を
行
う
こ
と
が
重
要
に
な
る
。 

ま
た
、
日
本
は
Ｎ
Ｇ
Ｏ
や
民
間
企
業
と
の
強
化
に
努
め
て
い

る
。
こ
れ
ま
で
も
日
本
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
活
動
強
化
を
図
る
た
め
、
Ｎ

Ｇ
Ｏ
の
海
外
で
の
活
動
に
政
府
資
金
を
提
供
し
、
ま
た
、
日
本
の

Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
基
盤
強
化
に
向
け
た
各
種
の
協
力
や
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
の
対

話
、
連
携
を
推
進
し
て
き
て
い
る
。
民
間
企
業
と
の
連
携
と
し
て

は
、
円
借
款
に
お
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邦
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条
件
（
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
）
制
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が
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る
。
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本
企
業
に
よ
る
事
業
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施
と
技
術
の
活
用
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通
じ

て
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本
の
「
顔
の
見
え
る
援
助
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一
層
促
進
さ
れ
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こ
と
と

な
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 ２
．
国
民
参
加
の
拡
大 

Ｏ
Ｄ
Ａ
が
国
民
の
税
金
な
ど
を
原
資
と
し
て
行
わ
れ
て
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以
上
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広
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や
開
発
教
育
の
推
進
な
ど
を
通
じ
て
、
Ｏ
Ｄ
Ａ
に
対

す
る
国
民
の
理
解
と
支
持
を
得
る
よ
う
努
力
し
な
け
れ
ば
な
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な
い
。
同
時
に
国
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Ｄ
Ａ
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Ｏ
Ｄ
Ａ
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Ｄ
Ａ
を
国

民
に
身
近
に
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大
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で
あ
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。
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う
し
た
考

え
の
下
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国
民
参
加
の
拡
大
の
た
め
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様
々
な
段
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Ｏ
Ｄ
Ａ
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立
案
・
実
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に
関
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こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
制
度
的
な
整
備
を

進
め
て
い
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２
０
０
６
年
版
Ｏ
Ｄ
Ａ
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書
は
、
外
務
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ご
覧
に

な
れ
ま
す
。http://w

w
w.m

ofa.go.jp/m
ofaj/gaiko/oda/ 

    shiryo/hakusyo/06_hakusyo/index.htm
l 

購
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希
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政
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ン
タ
ー
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も
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政
府
刊

行
物
の
取
り
扱
い
が
あ
る
最
寄
り
の
大
型
書
店
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。 

（
定
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￥
２
，
８
３
５
（
税
込
み
）
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．
効
果
的
な
実
施
の
た
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Ｄ
Ａ
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率
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実
施
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施
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Ｄ
Ａ
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ど
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て
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ど
の
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か
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明
す
る
こ
と
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重
要
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あ
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。
こ
れ
ら
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目
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を
果

た
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た
め
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Ｄ
Ａ
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府
省
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及
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実
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機
関
で
あ
る
Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
、
Ｊ
Ｂ
Ｉ
Ｃ
で
は
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
や
評
価
を
実
施
し

て
い
る
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ま
た
、
援
助
に
よ
っ
て
供
与
さ
れ
た
資
金
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不
正
に
使
用
さ

れ
る
こ
と
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絶
対
に
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
か
ら
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政
府
及
び
実
施
機
関
で
は
調
達
な
ど
の
手
続
き
に
つ
い
て
透

明
化
・
簡
素
化
を
図
っ
て
い
る
。 

  

第
３
章 

Ｏ
Ｄ
Ａ
に
関
す
る
主
な
資
料
（
略
） 

１
．
政
府
開
発
援
助
大
綱
（
２
０
０
３
年
８
月
閣
議
決
定
） 

２
．
政
府
開
発
援
助
に
関
す
る
中
期
政
策 

３
．
国
別
援
助
計
画
一
覧 

４
．
現
地
Ｏ
Ｄ
Ａ
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
の
立
ち
上
が
っ
て
い
る
国 

５
．
現
行
の
分
野
別
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
一
覧 

６
．
日
本
の
政
府
開
発
援
助
の
軌
跡 

（
１
９
４
５
年
～
２
０
０
６
年
１
０
月
） 

   

第
Ⅲ
部 

資
料
編
（
略
） 

第
１
章 

日
本
の
政
府
開
発
援
助
（
Ｏ
Ｄ
Ａ
）
予
算 

第
２
章 

日
本
の
政
府
開
発
援
助
（
Ｏ
Ｄ
Ａ
）
実
績 

第
３
章 

主
な
事
業
と
関
係
機
関
の
実
績 

第
４
章 

諸
外
国
の
政
府
開
発
援
助
（
Ｏ
Ｄ
Ａ
） 

第
５
章 

Ｄ
Ａ
Ｃ
援
助
受
取
国
・
地
域
リ
ス
ト 
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1 米国 227.4 276.2 -17.7 -20.0
2 英国 126.1 107.7 17.1 13.1
3 日本 116.1 131.5 -11.7 -9.6
4 フランス 104.5 100.3 4.2 1.4
5 ドイツ 103.5 100.8 2.7 0.9
6 オランダ 54.5 51.2 6.6 4.2
7 スウェーデン 39.7 33.6 18.0 15.0
8 スペイン 38.0 30.2 25.9 20.3
9 カナダ 37.1 37.6 -1.1 -9.2

10 イタリア 36.7 50.9 -27.9 -30.0
11 ノルウェー 29.5 27.9 5.7 -2.2
12 デンマーク 22.3 21.1 5.9 2.9
13 オーストラリア 21.3 16.8 26.7 22.8
14 ベルギー 19.7 19.6 0.3 -2.7
15 スイス 16.5 17.7 -6.8 -7.0
16 オーストリア 15.1 15.7 -3.8 -6.0
17 アイルランド 10.0 7.2 38.7 33.7
18 フィンランド 8.3 9.0 -8.4 -9.9
19 ポルトガル 3.9 3.8 3.7 0.6
20 ギリシャ 3.8 3.8 0.0 -4.1
21 ルクセンブルク 2.9 2.6 13.7 4.9
22 ニュージーランド 2.6 2.7 -6.2 0.0

DAC合計 1,039.4 1,067.8 -2.7 -5.1

ODA実績支出純額
（ネット：億 ドル）

順位 国名 2006年
（暫定値）

2005年
（確定値）

対前年度伸び率
（名目ベース）

（％）

対前年度伸び率
（実質ベース）

（％）

1 米国 24 20.7
2 日本 18 15.5
3 英国 13 11.2
4 フランス 12 10.3
5 ドイツ 12 10.3
6 オランダ 6 5.2
7 スペイン 4 3.4
8 イタリア 4 3.4

他加盟国 23 20

DAC合計 116

ODA実績支出総額
（グロス：10億ドル）

順位 国名 2006年
（暫定値）

シェア
（％）

1 スウェーデン 1.03 0.94
2 ノルウェー 0.89 0.94
3 ルクセンブルク 0.89 0.86
4 オランダ 0.81 0.82
5 デンマーク 0.80 0.81
6 アイルランド 0.53 0.42
7 英国 0.52 0.47
8 ベルギー 0.50 0.53
9 オーストリア 0.48 0.52

10 フランス 0.47 0.47
11 スイス 0.39 0.44
12 フィンランド 0.39 0.46
13 ドイツ 0.36 0.36
14 スペイン 0.32 0.27
15 カナダ 0.30 0.34
16 オーストラリア 0.30 0.25
17 ニュージーランド 0.27 0.27
18 日本 0.25 0.28
19 ポルトガル 0.21 0.21
20 イタリア 0.20 0.29
21 米国 0.17 0.22
22 ギリシャ 0.16 0.17

DAC合計 0.30 0.33

支出純 額対GNI比（％）

国名 2006年
（暫定値）

2005年
（確定値）

順位

参考：2006年におけるDAC諸国の政府開発援助（ODA）実績（暫定値）

（注1）四捨五入の関係で、合計が一致しないことがある。

（注2）「対前年度伸び率（名目ベース）」：前年比増減額（名目ベース）を前年実績額（名目ベース）で除した伸び率。

（注3）「対前年度伸び率（実質ベース）」：名目ベースの実績額に、為替変動及びインフレ等の変動要因を加味して算出した伸び率。

（注4）2006年ODA実績値は「2007年版政府開発援助（ODA）白書」に反映される。 ＊6ページに主要点の解説を掲載
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